


医
療
の
充
実
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
も
配
慮

診
療
科
目
は
、
五
月
に
脳
神
経
外
科
、
七
月

に
は
精
神
科
、
形
成
外
科
を
新
た
に
開
設
し
、

今
後
は
産
科
、
歯
科
口
腔
外
科
の
開
設
も
予
定

し
て
い
る
。
医
療
機
器
に
つ
い
て
も
、
64
列
マ

ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
最
新
か
つ
高
度
な

機
器
を
導
入
し
、
専
門
性
の
高
い
医
療
を
実
践

す
る
。
ま
た
、
新
た
に
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
を

設
け
る
な
ど
、
今
後
も
救
急
医
療
か
ら
予
防
医

学
ま
で
の
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

一
方
、
約
四
七
〇
㎡
も
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
室
や
透
析
室
を
備
え
、
広
々
と
し
た
病
室

や
個
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
に

も
配
慮
し
、
患
者
様
本
位
の
療
養
環
境
を
提
供

す
る
。

新
し
く
な
っ
た
実
習
・
研
究
施
設

地
下
に
は
研
究
室
や
実
験
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
、
本
学
学
生
の
実
習

施
設
、
大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し

て
、
教
育
・
研
究
の
拠
点
と
な
り
、
一
層
充
実

し
た
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。
会
議
室
で
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
地
域
の
皆
様
を
対
象
と
し
た

公
開
講
座
を
実
施
す
る
。

今
後
、
旧
建
物
の
取
り
壊
し
が
あ
り
、
駐
車

場
の
拡
張
や
平
成
十
九
年
に
開
設
予
定
の
老
建

施
設
の
建
設
に
着
工
す
る
予
定
だ
。
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
た
附
属
熱
海
病
院
は
、
ま
だ
ま

だ
進
化
を
続
け
る
。（

附
属
熱
海
病
院
総
務
課
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
の
新
病

院
が
竣
工
し
、
七
月
一
日
に
開
設
し
た
。
一
日

ま
で
に
旧
病
棟
か
ら
の
引
越
し
や
入
院
患
者
様

の
移
動
を
終
え
、
二
日
か
ら
診
療
を
開
始
し
た
。

開
設
に
先
立
ち
、
六
月
一
一
日
に
内
覧
会
及
び

竣
工
記
念
祝
賀
会
を
新
病
院
で
開
催
し
た
。
ま

た
六
月
一
九
日
に
は
一
般
向
け
の
内
覧
会
を
行

い
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
八
〇
〇
名
以
上
の

方
に
新
病
院
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
。

広
さ
は
二
倍
、
各
病
棟
に
は
温
泉

附
属
熱
海
病
院
は
、
平
成
十
四
年
七
月
に
国

立
熱
海
病
院
を
継
承
し
、
東
伊
豆
の
中
核
的
病

院
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
。
継
承
時
の

建
物
は
狭
く
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
た
め
、
開

設
と
同
時
に
新
病
院
の
新
築
工
事
に
着
手
し
、

三
年
が
経
過
し
た
。
海
沿
い
の
急
斜
面
に
隣
接

し
て
建
築
す
る
た
め
、
山
留
杭
打
設
等
の
基
礎

工
事
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
が
、
工
事
は

順
調
に
進
み
、
無
事
竣
工
し
た
。

新
病
院
は
旧
病
院
の
二
倍
強
の
床
面
積
を
持

ち
、
相
模
湾
を
前
面
に
望
む
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
、
明
る
く
開
放
感
を
満
喫
で
き
る
空
間

と
な
っ
て
い
る
。
院
内
に
は
湯
量
豊
富
な
二
つ

の
源
泉
を
有
し
、
こ
の
温
泉
源
を
利
用
し
て
各

病
棟
の
浴
室
に
温
泉
を
供
給
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
フ
ロ
ア
ご
と
に
機
能
を
明
確
に
分
離
し
、
わ

か
り
や
す
い
導
線
と
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
。
東
海
地
震
に
備
え
免
震
構
造
を
採
用
し
、

災
害
時
に
地
域
の
救
急
拠
点
と
し
て
の
役
割
も

果
た
し
て
い
く
。

2

六
月
一
一
日
（
土
）、
附
属
熱
海
病
院
が
日
頃
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
を
招
い
て
、
新
病
院
の

内
覧
会
と
竣
工
を
記
念
す
る
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
医

局
や
行
政
関
係
者
、
各
分
野
の
関
係
者
、
患
者
様
な

ど
五
〇
〇
名
余
り
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。

祝
賀
会
は
、
三
階
の
待
合
・
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
た
。

ま
ず
主
催
者
を
代
表
し
、
高
木
邦
格
理
事
長
が
「
国

立
熱
海
病
院
を
継
承
以
来
、
古
い
病
院
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
新
病
院

が
竣
工
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
相
応
し
い
設

備
が
整
い
ま
し
た
」、「
こ
れ
ま
で
古
い
病
院
で
士
気
を

落
と
さ
ず
に
、
附
属
熱
海
病
院
の
基
礎
を
つ
く
っ
て

こ
ら
れ
た
優
秀
な
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の

ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」、「
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
運
営
し
、
一
〇
年
後
、
二

〇
年
後
に
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。
ま
た
谷
修
一
学
長
は
、
国
立
病
院
継
承

当
時
の
話
も
交
え
な
が
ら
、「
今
ま
で
以
上
に
地
域
住

民
や
行
政
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
川
口
市
雄
熱
海
市
長
は
、「
今

ま
で
も
、
施
設
は
古
く
て
も
医
師
や
看
護
師
の
対
応
が

親
切
だ
と
市
民
の
反
応
が
よ
か
っ
た
」、「
そ
の
上
、
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
病
棟
が
で
き
た
」、「
充
実
し
た

病
院
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

鏡
開
き
に
続
い
て
、
熱
海
市
医
師
会
の
小
坂
博
会

長
の
音
頭
で
乾
杯
。
そ
の
後
は
弦
楽
四
重
奏
の
生
演

奏
を
バ
ッ
ク
に
飲
食
し
な
が
ら
歓
談
し
た
。
タ
レ
ン

ト
の
片
岡
鶴
太
郎
氏
や
女
優
の
田
中
好
子
さ
ん
か
ら

院
内
に
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
の
紹
介
も
あ
り
、
祝
賀
会

に
華
を
添
え
た
。

祝
賀
会
の
前
後
に
行
わ
れ
た
内
覧
会
で
は
、
職
員

が
各
フ
ロ
ア
で
説
明
や
誘
導
を
行
い
、
来
賓
の
方
々

は
熱
心
に
見
学
さ
れ
た
。

最
上
階
の
八
階
に
あ
り
、
最
も
広
い
ス
イ
ー
ト
タ

イ
プ
の
病
室
で
あ
る
特
床
室
、
診
療
開
始
予
定
の
産

科
病
棟
に
あ
る
Ｌ
Ｄ
Ｒ
室
、
分
娩
室
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｇ

Ｃ
Ｕ
、
そ
し
て
病
室
の
各
階
に
あ
る
温
泉
浴
室
な
ど

が
特
に
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
が
ん
診
断
装
置
と

し
て
高
い
評
価
の
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
、
静
岡
県
で
初

め
て
導
入
さ
れ
る
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
医
療
機
器
が
注
目
を
浴
び
た
。

新
病
院
開
設
に
と
も
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
、
人
間

ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
本
格
的
に
実
施
す
る
予
防
医

学
セ
ン
タ
ー
や
、
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設

（
Ａ
）
の
施
設
認
定
と
な
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

な
ど
に
も
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
附
属
熱
海
病
院
総
務
課
）
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IUHW feature articles 1 新・国際医療福祉大学附属熱海病院 7月1日、オープン 1
新
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
七
月
一
日
、
オ
ー
プ
ン

附
属
熱
海
病
院
内
覧
会
及
び
竣
工
祝
賀
会

特集

祝賀会では鏡開きの後、熱海市医師会の小坂博会長
（中央）のご発声で乾杯した。

明治４４年（１９１１年）５月 東京第一衛戌病院熱海分院として創設

昭和１３年（１９３８年）２月 臨時東京第一陸軍病院熱海分院となる

昭和２０年（１９４５年）１２月 終戦により厚生省に移管、国立東京第一病院（現・国立国際医療センター）熱

海分院として発足

昭和２５年（１９５０年）７月 国立東京第一病院から分離独立し、国立熱海病院に改称

平成１４年（２００２年）７月 国際医療福祉大学が国立熱海病院を継承し、附属熱海病院として開院

平成１７年（２００５年）７月 新病院開院

■沿革

国際医療福祉大学附属熱
海病院と病棟の窓から望
む相模湾と真鶴半島。

写
真
で

み
る
新
病
院
ATAMI's PHOTO Part1

透析室。天井には、花の絵などが描かれている。

ラウンジには女優の田中好子さんやタレント
の片岡鶴太郎氏の絵が飾られている。

「トロピカル」をテーマにデザイン
された３階のラウンジ。

外来カウンターと待合ホール（右）、
広 と々したエレベーターホール（下）。

①
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IUHW feature articles 1 新・国際医療福祉大学附属熱海病院 7月1日、オープン

平成１7年7月11日現在 外来診療担当医師一覧表　　　 
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

築山（循） 築山（循） 築山（循） 重政（循） 岡田（循） 小林(循） 築山（循） 小林(循） 重政※1 岡田（循） 重政（循） 岡田（循） 

清川（呼） 清川（呼） 高藤(呼） 高藤(呼） 清川（呼） 清川（呼） 高藤（呼） － 高藤(呼） 藤川（腎） － － 

川口（消） 唐澤（消） 川口（消） 都島（糖・循） 唐澤（消） 都島（糖・循） 川口（消） 北洞(消） 唐澤（消） 唐澤（消） 川口（消） 北洞（消） 

山田（糖） 押川（腎） 山田（糖） 藤川（腎） 北洞(消） 山田（糖） 山田（糖） － 下田（糖） 下田（糖） 山田（糖） － 

野澤(消） － 北洞（消） 田中（消） 野澤(消） 野澤（消） 押川（腎） 野澤(消） 国枝（循） 国枝（循） 小林（循） 田中（消） 

玉城（神内） － 都島（糖・循） 玉城（神内） － 藤川（腎） 玉城（神内） － 玉城（神内） － 押川（腎） － 

堤 － 堤 － 堤 － 堤 － 堤 － － －

中村 中村 田口 － 手 術 手 術 中 村 田口 田口 川崎 川崎 －

－ － － － － － － －  田  中  田  中  － －

伊藤 伊藤 伊藤 伊藤 － 原 原 － 

斎藤 － － 原 原 － 斎藤 斎藤 

北谷 － 北 谷 － 北谷 － 北 谷 － 北谷 － － － 

－ 林 － － － － － 林 － － － －

小林・矢田 小林・矢田 
※２ 

（第１・３・５）） （第１・３・５）） 

佐々木・伊東 佐々木・伊東 
※２ 

（第２・４）） （第２・４）） 

板倉 － － 十河 － － － 板倉 － 板倉※３ 板倉 高崎 

　藤澤　 乾 　藤澤　 乾※３ 乾 十 河 藤 澤 椎原（第２） 十河 　藤澤　 １人（交代） ※３ 

折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 － － 

一般外来 交代制※６ 藤井 藤井 － 藤 井 － 交代制※６ 高梨 高梨 交代制※６ 

専門外来 －  －  篠永 篠永 － 篠永・高梨 － － － － 

－ －  奥  津  － － － － －  奥  津  － － －

五來 五來 五來 五來 五來※５ － － 五來 五來 

田中 田中 － － 田中 田中※５ 田中 田中 田中 

栗山※６ 栗山 栗山※７ 栗山※６ 栗山 － 栗 山 － 栗山 － 

露崎※６ － － 露崎※６ － 露崎※７ 露崎 露崎※７ 露崎 － 

木内※６ 木内 木内※７ 木内※６ 高杉 高杉※７ － － － 木内※７ 

陶山 陶山 

（第２・４） （第２・４） 

中西 中西 
（第１・３・５） （第１・３・５） 

小林 小林 小林 小林 
（第１・２・５） （第１・２・５） （第１・４・５） （第１・４・５） 

熊埜御堂 ※４ 林 ※４ － － 横山 
（第1・3・5） 

横山 横山※４ 横山 熊埜御堂 熊埜御堂 熊埜御堂※４ 横山 横山※４ 熊埜御堂 
（第2・4） 

塩野 塩野 － － － －  塩  野  塩  野  － － － －

北村 北村 北村 北村 北村 北村 － － 北村 北村 北村 北村 

精神科 

村上 
（第2：韓） 

－ 

陶山 

岩崎 

検査 

伊東※２ 

－ 

鈴木 

羽鳥 

韓 

病　理 

手術 

外　科 
鈴木 鈴木 村上 岩崎 韓 鈴 木 

－ 

放射線科 

中西 

－ 

非常勤講師 

陶山 

中西 中西 

手術 手術 耳鼻咽喉科 

中西 

泌尿器科 手術 

眼　科 

陶山 陶山 陶山 

中西 

診療科 

－ 

矢田※２ 佐々木 

村上 羽鳥 韓 

佐々木 佐々木※２ 

内　科 

金土 土 　曜 日　　 月 火 水 木 

村上 － 

非常勤講師 

陶山 

手術 

小林 小林 小林 

韓 －  

手術 

中西 

篠永 

小林 小林 小林 

手術 

－ 

手術 

矢田※２ 

韓 

脳神経 
外科 

手術 

羽鳥 

呼吸器外科 

形成外科 

整形外科 手術 手術 １人（交代） １人（交代） 

乳腺外科 

リハビリテーション科 

伊東 

手術 

小林 小林※２ 伊東 伊東※２ 

矢田 小林 小林※２ 矢田 

婦人科　 

矢田 伊東 伊東※２ 

皮膚科 

総合診療科 

ペインクリニック 

小児科 

写
真
で

み
る
新
病
院
ATAMI's PHOTO Part2

病棟の各フロアには、敷地内の源泉による温泉浴室を備
えている。雄大な相模湾を一望できる大浴槽と介助しや
すい小浴槽があり、かけ流しによる供給のため快適に利
用できる。

広めの４床室（506）は、間仕切り家具により
個室のイメージを演出。ほかに、トイレを広め
にしつらえた４床室もあり、患者様の状態に合
わせて病室を選択できる。

スイートタイプの特床室（819）は最も広く、高級感のあ
るシックな雰囲気。酸素配管や吸引設備は、インテリアに
調和させた木製のコンソールに隠れて目立たない。

８F 病室／透析／ラウンジ／浴室

７F 病室／デイルーム／浴室

６F 病室／デイルーム／浴室

５F 病室／デイルーム／浴室

４F 病室／分娩室／新生児室／NICU室／
GCU室／LDR室／浴室

３F 受付／診察室／薬局／メディカルクラブ

２F 予防医学センター／検査室／放射線室
／診察室／リハビリテーション室

１F 手術室／ICU／救急外来／診察室

B1F レストラン／売店／医局／会議室

B2F 図書ラウンジ／サテライトキャンパス／
研究室／研修室／実験室

■ F L O O R  M A P ■■■■■■■■

８階病棟。院内は１～３階が診療エリア、４～８階が病
棟、地下１、２階が管理エリアとなっている。

PET（陽電子放射画像診断装置）とCTを一体化した
「PET-CT」。微小ながんも発見可能で、予防医学部門で
活躍。静岡県東部地区で２番目の設置となる。平成17
年中に稼働予定。

「1.5テスラMRI」（超伝導
磁気共鳴イメージング装
置）。磁場強度1.5テスラは
国内最高レベルで、検査時
の動作音が世界一静かな機
種を導入。脳血管障害の発
見に威力を発揮する。

「胸部用血管造影装置（アンギオ）装
置」。従来の頭腹部用に加え、胸部
用を増設。より短時間でより精密な
心臓の検査・治療が可能に。

新
病
院
の

最
新
医
療
機
ATAMI's PHOTO Part3

「64列マルチスライスCT」（X線
コンピュータ断層撮影装置）。64
列の検出器を備えた機種は世界最
新鋭で、静岡県初の導入となる。
高速で精細な撮影ができ、特に心
疾患検査に有効。

「デジタルマンモグラ
フィ（乳房X線撮影）
システム」。静岡県初
の位相コントラスト
方式。厚生労働省に
よるマンモグラフィ
健診のガイドライン
をクリアし、乳がん
の健診に最適。

※１　第１・３・５金曜日の午前診療致します。

※２　皮膚科午後診療は、原則予約制です。

※３　乳児健診は金曜日の午後２時～午後３時３０分、予防接

種は火曜日の午後２時～午後３時３０分に行なっていま

す。（予約制）土曜日午後の２診は肝臓・消化器外来とな

ります。

※４　耳鼻咽喉科外来の月曜日午後は補聴器外来、木曜日午後は

めまい･難聴外来、金曜日午後はめまい外来で予約制です。

※５　婦人科の水曜日と木曜日の午後は原則予約制です。

※６　３名のうち、手術対応でない医師が外来を行います。

※７　泌尿器科の午後は検査予約患者優先のため、一般診察の

方はお待ちいただきます。

《受診のご案内》
受付時間　　　　　　　　診療時間
午前の部 8：30～12：00 9：00～13：00
午後の部13：00～16：30 14：00～17：00
診察日 月曜日～土曜日 但し日曜日、祝祭日は休診日
電話番号 ０５５７（８１）９１７１
国際医療福祉大学附属熱海病院
※急患の場合は随時受け付けておりますので、ご相談下さい。

住所：〒４１３－００１２　静岡県熱海市東海岸町１３－１
TEL：０５５７－８１－９１７１　FAX：０５５７－８３－６６３２
URL：http://atami.iuhw.ac.jp

建物：鉄筋コンクリート免震構造（地下２階、地上８階）
延床面積：２３,２３０㎡　敷地面積：２６,０４６㎡

病床数：一般病床265床、感染症病床4床
診察室数：40室　手術室：5室
施設基準：一般病棟入院基本料Ⅰ群－２、言語聴覚療法（Ⅰ）、総合リハビリテーシ

ョン施設（Ａ）ほか

■診療科目
内科、精神科、神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、小児科、外科、整形
外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、
耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科
センター方式：予防医学センター（人間ドック、健康診断）

■診療のご案内
外来診療日：月曜日～土曜日（日・祝日を除く午前・午後）
受付/診療時間：午前8:30～12:00／9:00～13:00

午後13:00～16:30／14:00～17:00

■各種認定
管理型臨床研修指定病院、救急指定病院
日本内科学会認定医制度教育関連病院、日本循環器学会認定循環器専門医研修施
設、日本肝臓学会認定施設、日本外科学会外科専門医制度関連施設、日本内分泌学
会内分泌代謝科認定教育施設、日本小児科学会小児科専門医研修施設、日本外科学
会認定医制度修練施設、日本老年医学会認定施設、日本整形外科学会専門医制度研
修施設、日本眼科学会専門医制度研修施設、日本超音波医学会認定超音波専門医制
度研修施設、日本肥満学会認定肥満症専門病院、日本周産期・新生児医学会周産期
新生児専門医制度研修施設、日本皮膚科学会専門医制度研修施設

■附属熱海病院の概要
Map

交通：東京駅より新幹線で４０分
ＪＲ熱海駅・徒歩8分（東海道新幹線／東海道線）
ＪＲ熱海駅よりバスにて大学病院前下車

②

☆７月より開設しました。
●精神科
●形成外科



ス
病
院
に
い
た
の
で
す
が
、
病
院
の
中
に
大
き

な
メ
デ
ィ
ア
部
門
が
あ
り
、
広
報
や
学
術
的
な

メ
デ
ィ
ア
の
制
作
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

欧
米
で
は
、
医
学
的
な
挿
絵
を
描
く
と
い
う
の

も
専
門
職
な
の
で
す
。N

etter

と
い
う
有
名
な

挿
絵
画
家
が
い
ま
し
て
、
そ
の
人
の
描
い
た
挿

絵
は
価
値
が
あ
る
の
で
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と
言
っ
て
も
、
本
当
に
幅
が
広
い
の
で
す
よ
。

大
熊
「
患
者
の
声
」
に
ゲ
ス
ト
講
師
で
出
て
く

だ
さ
っ
た
ア
ラ
ジ
ー
ポ
ッ
ト
い
う
団
体
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
子
供
が
読
む
本
、
そ
う
い
う
子
供

の
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
が
読
む
楽
し
い
絵
本
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
医
学
的
に
見
て
も
お
か
し

く
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
子
供
が
見
て
も
恐
怖

心
を
も
た
ず
、
希
望
を
持
て
る
よ
う
に
と
い
う

配
慮
で
、
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

関
心
を
集
め
る

ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
、
開
講
中

大
熊
　
開
原
先
生
の
ご
発
案
で
開
講
し
て
い
る

「
患
者
の
声
を
医
療
に
生
か
す
」
と
い
う
講
座

も
、
か
な
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法

で
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
学
外
の

聴
講
生
に
加
え
て
、
こ
こ
の
大
学
院
生
が
五
〇

人
ほ
ど
登
録
し
て
い
ま
す
が
、
単
位
を
取
ら
な

い
人
も
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
く
れ
た
り
、
す
ご

く
出
席
率
が
よ
い
の
で
す
。
患
者
さ
ん
の
声
を

医
療
に
生
か
す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
医

療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
細
々
と
や
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
そ
れ
を
毎
回
三
人
、
あ
わ
せ
て
三
〇

く
ら
い
の
患
者
組
織
の
方
が
教
師
役
と
し
て
登

場
し
、
医
療
関
係
者
が
こ
れ
だ
け
関
心
を
持
っ

て
聴
講
し
て
く
だ
さ
っ
て
有
難
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

水
巻
先
生
の
講
座
『
い
ま
、
な
ぜ
「
医
療
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
か
』
で
は
、
読
売
新
聞
の
方

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
の
記

者
が
講
師
と
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
文
化
部
出
身
の
研
究
員
の
方
が
映

画
と
福
祉
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
さ
れ
ま
す
。
脳

性
麻
痺
の
人
の
愛
の
物
語
で
あ
る
韓
国
映
画
や
、

首
か
ら
下
が
動
か
な
い
人
が
最
後
に
尊
厳
死
を

選
ぶ
ス
ペ
イ
ン
映
画
を
流
し
た
り
し
て
、
と
て

も
面
白
か
っ
た
で
す
。

社
会
部
の
敏
腕
記
者
が
講
師
に
な
っ
て
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
調
査
報
道
の
裏
話
や
手
法
な
ど

を
披
露
し
た
回
も
あ
り
ま
し
た
。
医
療
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
な
る
な
ら
な
い
は
別
と
し
て
、
こ

う
い
う
も
の
の
見
方
が
あ
る
の
か
と
、
私
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。

開
原
　
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
が
開
講
さ

れ
て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

大
熊
　
こ
の
二
つ
は
前
期
の
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
必
須
科
目
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

院
生
は
面
白
い
経
歴
の

歯
医
者
さ
ん

開
原
　
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分
野
の
コ

ー
ス
は
、
今
年
は
ま
だ
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
か
な
と

い
う
気
が
す
る
の
で
す
が
、
す
で
に
入
っ
て
来

ら
れ
た
学
生
さ
ん
も
い
ま
し
た
ね
。

大
熊
　
私
は
、
い
ま
二
人
の
方
を
お
世
話
し
て

い
ま
す
。
医
療
事
故
と
裁
判
を
め
ぐ
る
問
題
を

修
士
論
文
に
し
よ
う
と
い
う
人
と
、
面
白
い
経

歴
の
歯
医
者
さ
ん
で
す
。
医
学
博
士
号
を
持
っ

て
い
る
方
で
、
保
健

所
に
勤
め
て
、
地
域

の
人
の
歯
を
良
く
す

る
運
動
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
説
得
力

や
、
広
が
り
や
深
さ

を
持
た
せ
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
と

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ

に
、
コ
ー
ス
が
で
き

た
の
で
来
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

来
年
受
験
を
希
望
し
て
い
る
方
は
英
語
が
堪

能
で
、
ア
メ
リ
カ
で
看
護
師
の
研
修
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
が
、
医
療
全
般
を

知
っ
て
、
よ
り
よ
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
た

い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
翻
訳
す
る
と
き
に
文
章

の
技
と
医
学
の
知
識
と
両
方
を
身
に
付
け
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
の
思
っ
た
こ
と

を
実
現
し
て
く
れ
そ
う
な
方
が
受
け
た
い
と
言

っ
て
来
て
い
ま
す
。

開
原
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、
あ
る

意
味
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
方

法
論
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

教
授
陣
は
高
名
な

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

開
原
　
私
ど
も
の
大
学
院
に
は
高
名
な
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
わ
け
で

す
が
、
ま
だ
十
分
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
ま
で
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
来
年
以
降
、
学
生
が

増
え
て
く
れ
ば
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

大
熊
　
教
授
陣
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま

し
て
、
医
師
で
作
家
の
和
田
秀
樹
先
生
、
元
Ｎ

IUHW 2005.7.307

日
本
初
の
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

養
成
コ
ー
ス

開
原

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
大
学
院
で
は
、

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
か
ら
、
医
療
福

祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
新
し
い
分
野
を
設

け
て
、
大
熊
先
生
に
分
野
の
責
任
者
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
紹
介
を
兼
ね
ま
し
て
、

大
熊
先
生
と
対
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ま
日
本
で
は
、
大
学
に
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
養
成
コ
ー
ス
は
な
い
で
す
ね
。

大
熊
　
そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
一
般

を
論
ず
る
コ
ー
ス
は
あ
る
の
で
す
が
、
医
療
と

か
、
さ
ら
に
福
祉
に
な
る
と
な
い
と
思
い
ま
す
。

開
原
　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
コ
ー
ス
は
一
般
的
な
感
じ
が
す
る
の
で
す
が
。

大
熊
　
そ
う
で
す
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
勉
強

し
て
い
ま
す
ね
。

こ
ち
ら
の
大
学
の
水
巻
中
正
先
生
は
読
売
新

聞
の
社
会
保
障
部
を
つ
く
っ
た
方
で
す
が
、
水
巻

先
生
も
私
も
養
成
コ
ー
ス
が
日
本
で
成
立
す
る
だ

ろ
う
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
、
二
人
と

も
新
聞
社
出
身
な
も
の
で
す
か
ら
。
新
聞
記
者

は
、
と
に
か
く
ま
ず
、
地
方
支
局
へ
行
っ
て
、
サ

ツ
（
警
察
）
ま
わ
り
を
し
て
、
市
役
所
や
県
庁
担

当
や
裁
判
を
経
験
す
る
。
そ
の
実
績
を
み
て
上
の

者
が
、
配
属
先
を
選
ぶ
の
で
す
。
医
療
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
専
門
に
勉
強
し
た
人
が
新
聞
社
に
入
っ

て
き
て
も
、
ど
こ
の
部
署
に
配
属
さ
れ
る
か
も
わ

か
ら
な
い
。
こ
こ
で
養
成
し
た
人
に
就
職
先
を
見

つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
で
し
た
。

け
れ
ど
、
も
っ
と
幅
広
い
も
の
を
お
考
え
で
あ
る

と
伺
っ
て
、
じ
ゃ
あ
、
や
っ
て
み
た
ら
お
も
し
ろ

い
か
な
と
思
い
ま
し
て
。

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

存
在
は
確
か
に

開
原
　
日
本
社
会
は
、
一
般
論
と
し
て
ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
型
な
の
で
す
ね
。
政
府
の
役
人
で
も
専

門
職
は
育
ち
に
く
く
て
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
方

が
偉
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
社
会
だ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
少
し

ず
つ
変
わ
り
つ
つ
あ

る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
い
ま
医
療
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
は
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

大
熊
　
医
療
に
つ
い

て
言
い
ま
す
と
、
日

本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
と
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
懇
話
会
の

二
つ
が
あ
り
、
手
探
り
で
育
ち
上
が
っ
て
き
た

人
た
ち
が
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
育

て
て
く
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、「
医
療
専
門
記
者

な
ど
い
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
自
分

で
道
を
切
り
開
い
て
来
た
人
々
で
す
。
で
す
か

ら
、
果
た
し
て
育
て
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

開
原
　
そ
う
い
う
人
た
ち
が
存
在
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
少
し
ず
つ
専
門
家
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
た
の
で
す
ね
。

病
院
等
で
働
く
人
に
も
必
要
な

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
手
法

大
熊
　
結
果
的
に
こ
の
二
つ
の
会
に
は
、
製
薬

会
社
の
方
な
ど
が
随
分
入
ら
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
が
考
え
て
い
た
新
聞
社
だ
け
で
な
く
、
出
版

社
や
テ
レ
ビ
局
、
医
療
機
関
、
製
薬
会
社
な
ど

で
ア
メ
リ
カ
並
み
に
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的

な
手
法
と
か
技
を
身
に
付
け
た
人
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
だ
な
、
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

開
原
　
私
は
い
ま
ま
で
取
材
さ
れ
る
側
に
い
た

の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
医
療
福
祉
の
知
識
も
な

い
社
会
部
記
者
が
来
て
、
ま
っ
た
く
見
当
違
い

な
質
問
を
さ
れ
て
、
い
つ
も
腹
が
立
っ
て
仕
方

が
な
か
っ
た
の
で
す
。
も
う
少
し
医
療
を
勉
強

す
る
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
育
つ
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
私
も
大
学

院
長
の
立
場
と
し
て
、
対
象
と
し
て
は
、
社
会

に
出
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
医
療
の
こ
と
を
教

え
る
コ
ー
ス
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
が
大
学
で
は
、
日
本
の
医
療
福
祉
の
縮
図

み
た
い
な
い
ろ
い
ろ
な
講
義
が
、
こ
の
小
さ
な

空
間
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
教

養
、
知
識
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
身
に
付
け
る

に
は
非
常
に
い
い
場
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
第
二
に
、
最
初
か
ら
医

療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
す
人
も
育
て
た
い
。

し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
テ
レ
ビ
局
や
新

聞
社
に
入
れ
る
よ
う
な
人
が
す
ぐ
育
つ
か
ど
う

か
は
私
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
第
三
の
対
象
と
し
て
、
も
う
少
し
広

く
考
え
て
、
た
と
え
ば
病
院
や
大
学
で
広
報
や

出
版
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
も
、
同

じ
よ
う
な
知
識
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で
広
げ
て
考
え
れ
ば
、
医

療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
か
な
り
大
き
な
需

要
の
あ
る
分
野
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
私
は
昔
、
ジ
ョ
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
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国
際
医
療
福
祉
大
学
が
栃
木
に
開
校
し
て
今
年

で
十
周
年
を
迎
え
、
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
九
州
地
区
か
ら
栃
木
へ
の
受
験
を
希

望
し
て
も
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
や
そ
の
他
を

考
え
る
と
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
日
本
に
は
、
本
学
グ
ル
ー
プ
の
医
療
福
祉
の

専
門
学
校
が
福
岡
市
、
柳
川
市
、
大
川
市
に
あ
り

ま
す
が
、
大
学
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
で
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
と
い
っ
た
医
療
専
門

職
と
し
て
の
能
力
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え
る
受

験
生
に
と
っ
て
、
そ
の
開
設
が
待
た
れ
て
い
ま
し

た
。
地
元
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
設
置
場
所
や
時

期
な
ど
が
慎
重
に
検
討
さ
れ
、
建
学
の
趣
旨
を
栃

木
の
み
で
な
く
さ
ら
に
広
め
る
た
め
九
州
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
四
月
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
が
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
の
二
学

科
で
、
福
岡
県
大
川
市
に
誕
生
し
ま
し
た
。

大
川
市
に
は
、
本
学
の
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
五
〇
六
床
の
高
木
病
院
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
同
じ
く
、
近
く
の
柳
川
市
に
は
柳
川
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

施
設
・
柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
介
護
保
健
施

設
等
が
あ
り
、
実
習
を
行
う
充
実
し
た
施
設
が
揃

っ
て
お
り
、
教
育
環
境
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

合
宿
研
修
で
伝
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

四
月
九
日
に
、
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初

年
度
と
は
い
え
、
受
験
者
多
数
の
中
か
ら
一
〇
二

名
の
入
学
者
が
あ
り
、
出
身
は
九
州
は
も
と
よ
り

千
葉
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
広
島
、
山
口
、
愛
媛
及

び
沖
縄
と
予
想
通
り
全
国
か
ら
優
秀
な
学
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。
専
任
教
官
二
六
名
プ
ラ
ス
非
常
勤

講
師
と
い
う
体
制
で
教
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

四
月
二
二
日
に
は
、
新
入
生
全
員
と
職
員
で
一

泊
二
日
の
合
宿
研
修
を
山
中
の
ダ
ム
湖
畔
に
隣
接

す
る
静
か
な
施
設
で
行
い
ま
し
た
が
、
学
生
間
及

び
学
生
と
職
員
間
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
交
流

の
場
に
な
り
、
そ
の
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

作
り
に
有
意
義
な
合
宿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
時
、
学
生
に
伝
え
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
自
分
の
生
涯
の
仕
事
と
し
て

選
ん
だ
こ
と
に
迷
い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
生
の
う
ち

で
や
れ
る
仕
事
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
も
こ
れ
も

と
迷
っ
て
い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
要
は
こ
の
道
で

は
絶
対
他
人
に
は
負
け
な
い
ぞ
と
い
う
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
頑
張
る
こ
と
が
、
成
功
に
つ
な
が
る
一
番
の
近
道
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
。
人
間
が
生
存
す
る
限
り
、
そ
こ
に
は

先
天
的
ま
た
は
後
天
的
な
身
体
の
障
害
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
も
つ
人
、
諸
君
の
助
け
を
必
要
と
す
る
人
が
必
ず

い
る
の
で
す
か
ら
。
皆
さ
ん
が
選
ん
だ
職
種
は
こ
れ
か
ら

の
高
齢
社
会
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
分
野
な
の
で
す
。

自
分
の
職
種
に
誇
り
を
も
っ
て
下
さ
い
。
時
間
は
十
分
あ

り
ま
す
。「
あ
せ
ら
ず
、
く
じ
け
ず
、
諦
め
ず
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
目
標
に
向
か
っ
て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

大
学
の
使
命
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
？
　
第
一

に
今
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
学
問
を
受
け
継
ぎ
、
次

の
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
、
第
二
に
研
究
を
通
じ

て
新
し
い
真
理
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
今
ま
で
に
確
立
さ
れ
た
知
識
を
習
得
す
る

だ
け
で
な
く
、
新
し
い
真
実
を
付
け
加
え
て
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
責
任
が
大
学
人
に
は
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
か
ら
指
導
者
に
な
る
人
材
が
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
時
に
、
研

究
者
が
出
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
大
学
の
歴
史
を
共
に
創
り
ま
し
ょ
う

既
存
の
大
学
に
は
学
風
が
あ
り
、
歴
史
と
伝
統

が
あ
り
ま
す
が
、「
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
伝

統
」
は
第
一
期
生
で
あ
る
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
創

っ
て
い
く
も
の
で
す
。
教
職
員
と
共
に
、
良
い
大

学
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
講
義
、
実
習
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
友
達
を
通
し
て
勉
強
し
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
る
よ
う
、
四

年
間
、
悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

私
達
は
、
豊
か
な
人
間
性
と
国
際
的
な
視
野
を

も
ち
、
幅
広
い
専
門
知
識
を
備
え
た
理
学
療
法
、

作
業
療
法
の
専
門
家
を
養
成
し
、
社
会
に
送
り
出

し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
本
校
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
特

色
あ
る
学
部
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

随
分
前
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
愛
媛
大
学
に
医

学
部
が
新
設
さ
れ
た
時
、
助
教
授
と
し
て
学
生
の

教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。
佐
賀
医
科
大
学
が
で
き

た
時
に
は
、
佐
賀
県
立
病
院
で
臨
床
実
習
教
育
病

院
の
責
任
者
と
し
て
立
ち
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
経
験
か
ら
思
う
こ
と
は
、
第
一
期
生
は
非
常
に

真
面
目
で
優
秀
で
す
。
結
果
と
し
て
多
く
の
教
授

や
指
導
者
が
出
て
お
り
ま
す
。
学
生
一
人
一
人
の

生
き
生
き
し
た
顔
を
拝
見
し
な
が
ら
、
二
度
あ
る

こ
と
は
三
度
あ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一
緒

に
こ
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
新
し
い
歴
史
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
行
天
良
雄
先
生
、
元
毎
日
新

聞
社
論
説
委
員
の
戸
田
榮
輔
先
生
、
元
時
事
通

信
社
「
厚
生
福
祉
」
編
集
長
の
松
田
鈴
夫
先
生
、

元
「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
」
編
集
長
の
澤
井
仁
先

生
、
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
黒
岩
祐
治
先
生
、

が
お
ら
れ
ま
す
。
す
ご
い
家
庭
教
師
が
８
人
も

つ
い
て
く
だ
さ
る
わ
け
で
、
学
生
さ
ん
は
大
変

幸
せ
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
が
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
吸
収
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
を
超
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
功
成
り
名
遂

げ
た
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
こ
こ
で
論
文
を

一
つ
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
も
よ
い
と
思
う
の

で
す
け
ど
。

開
原
　
で
す
か
ら
、
若
い
方
で
こ
れ
か
ら
何
と

か
し
て
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
と

い
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
逆
に
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
な
っ
た
人
が
視
野
を
広
げ
て
研
究
し
、

外
か
ら
研
究
課
題
を
見
て
み
る
と
い
う
の
も
い

い
わ
け
で
す
よ
ね
。

医
療
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
が

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

大
熊
　
開
原
先
生
は
お
医
者
さ
ん
な
の
で
、
先

程
か
ら
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
が
、

前
面
に
出
て
い
ま
す
が
、
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
も
大
事
で
し
て
…
（
笑
い
）。
私
自
身
は
科
学

記
者
か
ら
医
学
記
者
に
な
り
、
福
祉
記
者
に
な

っ
て
と
い
う
よ
う
に
、
三
つ
の
分
野
で
や
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
三

つ
の
分
野
で
は
人
脈
と
か
文
化
が
全
然
違
っ
て

い
る
の
で
す
。
お
互
い
に
知
ら
な
い
こ
と
が
や

ま
ほ
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
と
福
祉
の
両
方

が
、
一
体
に
な
る
よ
う
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

開
原
　
医
療
と
福
祉
が
統
合
し
て
一
体
に
な
る

こ
と
、
そ
れ
自
体
に
意
味
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
熊
　
医
療
と
福
祉
の
連
携
が
と
れ
て
な
い
こ

と
が
、
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
溝
が
埋
ま
る
と
よ
い
で
す
ね
。

現
場
と
政
策
も
、
こ
こ
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

「
お
医
者
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
」
と
い
う
の
が
過
去
の
医
学
記

者
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
と
、
い
ま

の
日
本
の
医
療
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
変
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
か
、

政
策
担
当
者
の
意
識
を
変
え
る
た
め
に
は
ど
う

働
き
か
け
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
か
、
そ
こ
が

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
違
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
い
る
方
は
、
研
究

や
文
章
で
世
の
中
を
変
え
よ
う
と
い
う
の
は
邪

道
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
開
原
先
生
は
珍

し
く
そ
う
で
は
な
く
て
文
武
両
道
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
世
界
だ
と
、

「
あ
い
つ
は
学
者
み
た
い
な
文
章
を
書
く
」
と
言

わ
れ
る
の
は
最
悪
の
罵
倒
の
言
葉
。
一
方
、
学

者
の
世
界
で
は
「
あ
の
人
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
だ
」
と
言
う
の
が
罵
倒
の
言
葉
な
の
で

す
（
笑
い
）。
本
来
、
こ
の
二
つ
は
つ
な
が
り
が

と
て
も
大
事
な
の
で
す
が
。

開
原
　
お
互
い
に
罵
倒
し
合
っ
て
い
る
わ
け
で

す
ね
。
私
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
お
り
ま

し
た
が
、
言
わ
れ
て
み
る
と
本
当
に
そ
う
で
す
。

医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
の

番
組
制
作
も

開
原
　
少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
で
は
衛
星
放
送
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、

医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
教
育
の
中
に
は

組
み
込
ま
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
大

変
良
い
教
育
資
源
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
熊
　
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
見
て
み
ま

す
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
医
療
や
福
祉
は
長
く
て
三

〇
分
番
組
が
主
流
で
す
し
、
一
般
的
に
は
、
三

分
と
か
四
分
に
縮
め
て
、
そ
こ
に
押
し
込
ん
で

放
送
し
て
い
ま
す
。「
一
日
か
け
て
収
録
し
た
の

に
、
実
際
放
映
さ
れ
た
の
は
最
後
に
涙
を
流
し

て
い
る
シ
ー
ン
だ
け
」
と
嘆
く
声
を
よ
く
き
き

ま
す
。
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
部
分
だ
け
が
切

り
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
訴
え
る
に
は
重
要
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
と
い
う
大
事
な

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
も
う
少
し
落
ち
つ
い
た
、
し

っ
と
り
し
た
も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

開
原
　
将
来
、
入
っ
て
き
た
学
生
さ
ん
に
番
組

を
作
っ
て
い
た
だ
く
と
よ
い
と
思
う
の
で
す
が
。

大
熊
　
そ
う
で
す
ね
。
こ
こ
に
入
っ
て
来
ら
れ

る
院
生
さ
ん
で
す
か
ら
、
司
会
と
か
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
能
力
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
放
送
大
学
の
番
組
委
員
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
放
送
大
学
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
講

義
形
式
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
教
え
ま
す

よ
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。
も
っ
と
別
の
、

自
由
な
も
の
が
作
れ
そ
う
な
気
も
い
た
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
に
経
験
の
深
い
先
生
方
の
お
力
を
借
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

開
原
　
そ
う
い
え
ば
、
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
の
「
患

者
の
声
を
医
療
に
生
か
す
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す

ね
。

大
熊
　
今
夜
、
収
録
で
す
。

開
原
　
わ
が
大
学
の
講
義
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
こ
の
コ
ー
ス
を
発
展
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

大
熊
　
は
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
・
加
藤
文
哉
　

構
成
・
出
版
広
報
室
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大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
　
第
一
回

リハビリテーション学部
開設から四カ月

リハビリテーション学部
開設から四カ月

リハビリテーション学部長　
太田善郎

大川こぼれ話
九州の政治、経済の中心地“福岡市・天

神”から電車とバスを乗り継いで約1時間

30分。福岡県大川市は、県南西部に広がる

穀倉地帯、筑紫平野のほぼ中央にあり、九州

で一番大きな河川、筑後川が有明海に注ぐ河

口に位置しています。

16世紀の中ごろに始まったと言われる木

工業はその後、大川市の基幹産業へ発展。“イ

ンテリアの街・大川”の名を全国に広めるこ

とになりました。

食文化の豊かさもこの地の特長。夏に旬を

迎える大川ならではの食材と言えば「エツ」。

有明海に注ぐ河川にしかいないと言われるカ

タクチイワシ科の小さな魚で、この時期にし

か食べられない貴重な食材としてグルメ通に

も知られています。この地域の人々にとって

は、家庭の食卓を彩ってくれる故郷の味でも

あります。 （福岡・広報室　原田千春）

筑後川のシンボル、昇開橋。

＊対談中のNHKの番組「福祉ネットワーク」は、教育テレビで7月4日と11日に放映されました。

IUHW feature articles 2 医療福祉ジャーナリズムの可能性

大熊由紀子教授の本
『福祉が変わる医療が変わる』（ぶどう社刊）、
『「寝たきり老人」のいる国いない国』（同）。
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新規着任教員紹介 新規着任教員紹介
岩崎康夫

（いわさき・やすお）

①附属三田病院脳神経
外科部長・教授
②1949年2月25日
③東京大学医学部医学
科卒業
④脳神経外科（小児脳
神経外科）
⑤日本赤十字社医療セ
ンター脳神経外科副部長
⑦新生児・乳児の脳神経外科手術、潜在性脊髄
閉鎖不全症の早期診断と治療
⑧日本脳神経外科学会評議員、第19回日本こ
ども病院神経外科医会会長など

■
附
属
三
田
病
院

保科清
（ほしな・きよし）

①附属三田病院小児
科・教授
②1941年5月20日
③千葉大学大学院修了、
医学博士
④小児感染症学、小児
内分泌学
⑤東京逓信病院小児科
部長
⑦小児細菌感染症の予防、早期診断、治療学
⑧日本小児科医会副会長、レンサ球菌感染症研
究会会長など

■
附
属
三
田
病
院

鎌田信悦
（かまた・しんえつ）

①附属三田病院頭頸部腫
瘍センター長・教授
②1946年3月28日
③北海道大学医学部卒
業、医学博士
④頭頸部癌、頭頸部外
科、頭蓋底外科、
⑤財団法人癌研究会附
属病院頭頸科部長
⑦頭頸部癌の機能改善手術の開発、頭頸部癌に
おける顔面形態維持再建術の開発、頭頸部癌
のチーム医療
⑧日本頭蓋底外科学会理事、日本頭頸部癌学会
理事など

■
附
属
三
田
病
院

渡辺清明
（わたなべ・きよあき）

①附属三田病院臨床検
査部長・教授
②1940年1月4日
③慶應義塾大学大学院
（内科学）修了、医学
博士
④臨床検査医学、臨床
血液学
⑤慶應義塾大学中央臨床検査部教授、検査部長
⑥疾病論
⑦臨床検査学
⑧日本臨床検査医学会会長、慶應義塾大学名誉
教授

■
附
属
三
田
病
院

関根勇夫
（せきね・いさお）

①附属三田病院小児
科・教授
②1939年9月11日
③東京医科歯科大学医
学部卒業、医学博士
④小児科学、小児血液
腫瘍学
⑤防衛医科大学校副校
長・付属病院長、防衛医科大学校名誉教授
⑦外来診療における小児熱性疾患の早期鑑別法
の確立、小児慢性疾患のQOL
⑧日本臨床血液学会評議員、日本小児がん学会
評議員、日本小児科学会代議員など

■
附
属
三
田
病
院

篠永正道
（しのなが・まさみち）

①附属熱海病院脳神経
外科・教授
②1946年12月7日
③横浜市立大学卒業、
医学博士
④脳神経外科一般、脊
椎・脊髄外科
⑤平塚共済病院診療部
長
⑦脳脊髄液減少症の病態、診断と治療、脳血管
障害における電気刺激治療の応用
⑧日本脳神経外科学会評議員、日本ニューロモ
デュレーション学会評議員

■
附
属
熱
海
病
院

芹澤剛
（せりざわ・たかし）

①附属三田病院予防医
学センター・教授
②1944年11月22日
③東京大学医学部卒業、
医学博士
④心不全、虚血性心疾患
⑤東京大学医学部第二
内科講師、埼玉医科
大学教授
⑧日本内科学会認定医、日本循環器学会認定循
環器専門医

■
附
属
三
田
病
院

高山豊
（たかやま・ゆたか）

①附属三田病院精神
科・教授
②1948年10月7日
③東京医科歯科大学医
学部卒業
④痴呆性疾患
⑤国立精神・神経セン
ター武蔵病院もの忘
れ外来開設責任者
⑦軽度認知障害の早期診断と治療法の開発
⑧精神保健指定医、日本老年精神医学会認定専
門医

■
附
属
三
田
病
院

杉原甫
（すぎはら・はじめ）

①リハビリテーション
学部・教授
②1939年7月8日
③長崎大学医学部卒業
④病理学、細胞生物学
⑤佐賀大学医学部・病
理学教授
⑥解剖学実習、解剖学
⑦癌の細胞生物学、脂肪細胞の細胞生物学
⑧日本肥満学会理事

■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

洪秀樹
（こう・ひでき）

①附属三田病院内科・
教授
②1947年3月27日
③東京医科歯科大学医
学部卒業、医学博士
④内科、糖尿病代謝
⑤国立循環器病センタ
ー内科動脈硬化代謝
臨床栄養部門医長
⑦動脈硬化リスクファクター集積のメカニズム
の解明
⑧日本臨床栄養学会評議員、日本動脈硬化学会
評議員など

■
附
属
三
田
病
院

池田徳彦
（いけだ・のりひこ）

①附属三田病院呼吸器
センター副センター
長・教授
②1960年11月16日
③東京医科大学大学院
修了、医学博士
④肺癌の外科治療
⑤東京医科大学外科１
講座講師
⑦肺癌の集学的治療、肺癌の早期診断、内視鏡
的蛍光診断
⑧日本胸部外科学会・呼吸器外科学会・指導医・
専門医・評議員、世界気管支学会理事など

■
附
属
三
田
病
院

川合陽子
（かわい・ようこ）

①山王病院臨床検査部
長・予防医学センタ
ー、教授
②1948年4月27日
③慶應義塾大学医学部
卒業、医学博士
④臨床血液学、検査血
液学、臨床検査医学
⑤慶應義塾大学医学部中央臨床検査部助教授
⑦予防医学や血液疾患における検査の標準化
⑧日本検査血液学会幹事・評議員、日本臨床検
査医学会評議員など

■
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
山
王
病
院

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
で
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
教
授
、
小
田
原
保
健
医
療
学
部
設
置
準

備
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
大

田
原
や
小
田
原
に
行
く
と
き
以
外
は
、
乃
木
神

社
の
す
ぐ
そ
ば
の
、
東
京
事
務
所
に
通
っ
て
き

て
い
ま
す
。

私
は
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
に
入
学
以
来
、

ほ
と
ん
ど
半
世
紀
（
約
48
年
間
）、
横
浜
を
拠
点

と
し
て
、
し
か
も
車
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
Ｊ
Ｒ
線
で
東
京
駅
に
来
て
地
下
鉄
で
乃
木

坂
駅
へ
と
い
う
生
活
が
と
て
も
新
鮮
で
、
適
度

に
緊
張
感
が
あ
っ
て
、
結
構
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
理
事
長
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
横
浜
と
い
う
小
田
原
に
至
近

の
地
域
、
さ
ら
に
神
奈
川
県
を
テ
リ
ト
リ
ー
に

も
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
か
わ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
１
年
間
、
本
学
が
構
想
中
だ
っ
た

小
田
原
保
健
医
療
学
部
の
設
置
準
備
を
主
た
る

任
務
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
速
の
仕
事
は
、
小
田
原
医
師
会
の
先
生
な

ど
関
係
諸
機
関
へ
の
ご
挨
拶
で
し
た
。
そ
し
て
、

４
月
14
日
に
は
校
舎
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
看
護
学
科
、
理
学
療
法
学
科
、

作
業
療
法
学
科
の
学
科
長
予
定
者
と
事
務
方
と

で
準
備
委
員
会
を
設
け
、
２
週
ご
と
に
準
備
委

員
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
５
月
31
日
に
は
、
学

部
設
置
に
つ
い
て
届
出
か
認
可
申
請
か
の
事
前

相
談
書
類
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
、
６
月
15

日
に
届
出
で
よ
ろ
し
い
と
の
返
事
を
う
け
ま
し

た
。
同
時
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
、
教
員

候
補
者
の
面
接
、
広
報
な
ど
が
あ
わ
た
だ
し
く

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
も
、
小
田
原
の
商
工

会
議
所
や
横
浜
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
大
学
説

明
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
小
田
原
の
新
学
部
の

人
気
の
高
い
こ
と
に
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
就
任
後
４
カ
月
間
は
、
い
ま

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
看
護
師
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
の
養
成
と
い
う
領
域
に

踏
み
込
ん
だ
も
の
で
し
た
。
目
新
し
い
こ
と
ば

か
り
を
見
聞
き
し
、
脳
を
た
っ
ぷ
り
と
刺
激
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ば
か
り
で
過
ご
し
た

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
研
究
課

題
は
、
脳
、
と
く
に
脳
の
性
差
で
す
が
、
横
浜

市
大
時
代
か
ら
続
く
研
究
と
社
会
活
動
と
い
う

仕
事
に
関
し
て
も
、
こ
の
東
京
事
務
所
を
拠
点

と
し
て
か
な
り
定
着
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
浜
市
大
の
定
年
退
職
後
、
少
し
は
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
か
ら
次
の
人
生
を

は
じ
め
る
の
か
と
知
人
た
ち
は
考
え
て
い
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
４
月
１
日
か
ら
は
じ
め
て

し
ま
っ
た
生
活
は
、
当
初
は
適
応
で
き
る
の
か
、

自
身
で
も
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
理
事
長
を

は
じ
め
、
良
い
方
々
に
か
こ
ま
れ
て
、
楽
し
い

も
の
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小中千守
（こなか・ちもり）

①化学療法研究所長・
同研究所附属病院副
院長・教授
②1949年2月12日
③東京医科大学外科学
大学院修了、医学博
士
④呼吸器外科
⑤東京医科大学第一外科助教授
⑦低侵襲な呼吸器病手術、各種呼吸器内視鏡を
用いた肺癌の診断、治療、各個肺癌に適した
化学療法の選択
⑧日本呼吸器外科学会理事、The Best Doctors

in Japan（2004～5呼吸器外科領域）など

■
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー・
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

岡野憲一郎
（おかの・けんいちろう）

①山王メディカルプラ
ザ精神神経科・教授
②1956年5月3日
③東京大学大学院修了、
医学博士
④精神分析、精神療法、
薬物療法
⑤一陽会陽和病院、聖
路加国際病院
⑦精神医学的な知識を身に付け、力動的な視点
をもつことで心理的、生物学的アプローチが
出来るような心理療法家を育成すること。
⑨米国一般精神科専門医、精神分析家（米国精
神分析学会認定）など

■
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ

村上厚文
（むらかみ・あつぶみ）

①国際医療福祉病院心
臓血管外科・教授
②1956年4月2日
③昭和大学外科系大学
院修了、医学博士
④心臓血管外科全般、
先天性心疾患、静脈
血栓・塞栓症、抹消
血管に対するカテーテル・インターベンション
⑤昭和大学第一外科講師、戸塚共立第二病院副院長
⑥生命倫理
⑦外科学とカテーテル・インターベンション、
先天性心疾患と刺激伝道系
⑧日本胸部外科学会指導医、日本外科学会指導医、日
本循環器学会専門医、カイロ大学客員教授

■
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
際
医
療
福
祉
病
院

斎藤建
（さいとう・けん）

①国際医療福祉病院病
理・教授
②1940年3月30日
③東京大学大学院修了、
医学博士
④病理診断学
⑤前自治医科大学病理
学教授、現自治医科
大学名誉教授
⑦治療に直結した病理診断
⑧日本病理学会名誉会員

■
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
際
医
療
福
祉
病
院

田中冨久子
（たなか・ふくこ）

①小田原保健医療学部学部長予
定者・教授
②1939年4月29日
③横浜市立大学大学院医学研究
科修了、医学博士
④生理学、神経内分泌学、脳科
学
⑤横浜市立大学大学院医学研究
科教授、横浜市立大学医学部長
⑦性差医学、性差医療
⑧日本神経科学学会監事、日本
神経内分泌学会理事など

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

田
中（
貴
邑
）冨
久
子

小
田
原
保
健
医
療
学
部
設
置

準
備
委
員
長

就
任
に
あ
た
っ
て



五
月
十
四
日
（
土
）、
栃
木
県
那
須
塩
原
市
の

大
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
第
一
回
目
の
看

護
学
科
行
事
と
し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
看
護
学
科
の

新
入
生
が
新
し
い
環
境
に
「
速
や
か
に
適
応
で

き
る
よ
う
促
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
の
参
加
者
は
、
新
入
生
一
一
一
名
、
看
護

学
科
教
員
一
九
名
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
中
西
睦
子
学
科
長
が
、
今
回
の
催
し

は
こ
れ
か
ら
の
学
習
を
方
向
づ
け
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
キ
ャ
ン
プ
で
の
テ
ン
ト
張
り
の
体

験
な
ど
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
し
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
入
生
が
今
後
の
大
学
生
活
を
自
分
た

ち
で
し
っ
か
り
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
よ
う
期
待

し
て
い
る
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
親
睦
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
印
象

に
残
る
上
手
な
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う

に
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
な
が
ら
、

自
己
紹
介
の
内
容
を
洗
練
さ
せ
て
い
く
試
み
を

行
っ
た
。
話
す
う
ち
に
迷
ス
ピ
ー
チ
が
飛
び
出

し
、
緊
張
し
て
い
た
学
生
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
、

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
そ
ば
打
ち
、
饅
頭
つ
く
り
、

陶
器
つ
く
り
（
て
び
ね
り
）
の
三
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
創
造
的
な
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

い
ず
れ
の
作
業
に
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
つ

き
、
見
事
な
プ
ロ
の
技
を
み
せ
て
く
れ
た
。
さ

て
、
学
生
た
ち
の
成
果
は
い
か
が
だ
っ
た
だ
ろ

う
か
？
　
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
大
き
な
満

足
感
を
も
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
。

（
看
護
学
科
講
師
　
阿
部
智
恵
子
）

看
護
学
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

看
護
学
科
で
は
、
例
年
、
地
域
住
民
や
県
内

の
看
護
実
習
施
設
の
方
々
を
対
象
に
、
公
開
学

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
テ
ー
マ

を
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
献
検
索
や
デ
ー
タ
分

析
を
体
験
し
て
み
よ
う
」
と
題
し
て
、
看
護
職
の

方
を
対
象
に
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

看
護
職
以
外
で
も
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
九
月
三
日
（
土
）

一
〇：

三
〇
〜
一
五：

三
〇

【
場
所
】
本
校
Ｄ
棟
１
階
　
Ｓ
Ｌ
教
室

【
定
員
】
四
〇
名

【
内
容
】
文
献
検
索
の
仕
方
・
文
献
活
用
の
方

法
・
標
本
抽
出
、
変
数
の
種
類
・
推
測

統
計
、
検
定
の
仕
方

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
学
部
看
護
学
科

電
話
　
〇
二
八
七
（
二
四
）
三
〇
二
六

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　ahiro

ko
@
iuhw

.ac.jp

公
開
学
習
会
担
当
　
荒
井
・
押
尾

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
北
を
中
心
と
し
た
医
療
福

祉
の
関
連
機
関
に
勤
務
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
方
々
、
一
般
の
方
々
と
と
も
に
、
学
び
交
流

す
る
場
と
し
て
、
今
年
度
も
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
。

第
一
回
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
五
月
十
日
に
、
本

学
言
語
聴
覚
学
科
の
講
師
で
あ
る
西
尾
正
輝
先

生
を
お
招
き
し
て
、「
嚥
下
障
害
の
あ
る
人
の
支

援
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
、

医
師
、
大
学
教
員
、
保
育
士
、
言
語
聴
覚
士
、
学

生
な
ど
五
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
西
尾
先
生

か
ら
は
、
嚥
下
障
害
と
そ
の
支
援
に
つ
い
て
専

門
的
な
こ
と
か
ら
家
庭
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る

こ
と
ま
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
講
演
し
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。
質

問
も
多
数
飛
び
交
い
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
第
二
回
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
七
月
十

二
日
に
、
筑
波
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
　
廣

田
栄
子
先
生
を
お
招
き
し
、「
幼
児
の
難
聴
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

（
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
　
高
林
瑞
穂
）

【
今
後
の
講
演
予
定
】

●
九
月
六
日
（
火
）

「
高
齢
者
の
難
聴
と
補
聴
器
（
仮
題
）」

●
十
一
月
一
日
（
火
）

「
外
国
語
の
習
得
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
仮
題
）」

●
一
月
十
日
（
火
）

「
認
知
症
に
つ
い
て
（
仮
題
）」

●
二
月
七
日
（
火
）

「
小
児
の
構
音
障
害
（
仮
題
）」

【
お
問
い
合
わ
せ
】
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

電
話
　
〇
二
八
七
（
二
四
）
一
一
三
三

フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
二
八
七（
二
四
）一
〇
〇
三

担
当
　
高
林
・
内
海
・
後
藤
・
落
合

五
月
十
七
日
〜
五
月
二
八
日
の
三
日
間
、
大

阪
国
際
会
議
場
（
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
）
に

て
、
第
四
〇
回
日
本
理
学
療
法
士
学
術
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
年
一
回
行
わ
れ
る
こ
の
大
会
に

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
、
日
頃
の

研
究
成
果
を
発
表
し
、
臨
床
上
の
種
々
の
問
題
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
合
う
。

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
臨
床
的
感
性
か
ら
の

創
造
」
と
題
さ
れ
、
研
究
発
表
は
一
二
四
二
演

題
（
口
述
二
九
九
演
題
、
ポ
ス
タ
ー
九
三
二
演

題
、
ビ
デ
オ
一
一
演
題
）
と
、
過
去
最
高
だ
っ

た
。
会
場
は
、
互
い
に
面
識
の
な
い
人
達
が
活

発
に
質
問
し
た
り
、
意
見
を
交
換
し
合
い
活
気

に
あ
ふ
れ
た
。
本
学
教
員
や
関
連
職
員
、
卒
業

生
・
修
了
生
に
よ
る
発
表
も
多
く
な
さ
れ
、
久

し
ぶ
り
の
対
面
で
、
発
表
内
容
に
留
ま
ら
ず
、

懐
か
し
い
話
題
や
近
況
を
伝
え
合
う
な
ど
楽
し

い
会
話
の
弾
む
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
た
。

ま
た
日
本
理
学
療
法
士
協
会
役
員
選
挙
も
行

わ
れ
、
本
学
の
丸
山
仁
司
学
科
長
が
十
四
名
の

理
事
の
中
ト
ッ
プ
当
選
さ
れ
た
。
連
続
十
二
年

の
理
事
、
さ
ら
に
引
き
続
き
理
学
療
法
士
協
会

副
会
長
に
も
就
任
さ
れ
た
。
丸
山
学
科
長
は
持

ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
本
学
の
み
な
ら
ず

理
学
療
法
士
協
会
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
る
。（
理
学
療
法
学
科
　
藤
井
菜
穂
子
）
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第
十
回
運
動
会
が
、
五
月
二
十
八
日
（
土
）、

大
田
原
本
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

前
夜
の
激
し
い
雷
雨
も
夜
半
に
は
上
が
り
、

絶
好
の
運
動
会
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

午
前
九
時
半
前
に
は
、
初
参
加
と
な
っ
た
新

設
の
薬
学
部
薬
学
科
（
Ｐ
Ｓ
）
を
含
む
参
加
者

ほ
ぼ
全
員
が
グ
ラ
ン
ド
に
集
合
し
、
本
学
運
動

会
史
上
初
め
て
定
刻
の
開
催
と
な
っ
た
。
ま
た
、

障
害
児
を
持
つ
親
の
会
「
ひ
よ
こ
の
会
」（
大
田

原
市
）
と
知
的
障
害
者
厚
生
施
設
「
太
陽
の
里
」

（
那
須
塩
原
市
）
の
皆
様
の
参
加
も
あ
り
、
観
客

と
参
加
者
は
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
こ
れ
も
新

記
録
と
な
っ
た
。

午
前
中
は
、「
一
輪
車
リ
レ
ー
（
一
輪
の
キ
ャ

リ
ア
に
一
人
を
乗
せ
て
二
人
が
押
し
な
が
ら
走

る
）」「
馬
跳
び
リ
レ
ー
」「L

et's
carry

バ
ル

ー
ン
（
膨
ら
ま
せ
た
風
船
を
二
人
で
竹
の
棒
に

挟
ん
で
走
る
）」「
俺
に
つ
い
て
こ
い
（
目
隠
し

ム
カ
デ
競
争
）」「
大
玉
コ
ロ
コ
ロ
（
大
玉
転
が

し
）」
の
順
に
行
わ
れ
、
こ
れ
も
珍
し
い
こ
と

で
、
競
技
は
ほ
ぼ
時
間
通
り
に
進
行
し
た
。

昼
休
み
に
は
、
各
学
科
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を

こ
ら
し
て
応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ
、
揃
い
の
法

被
（
は
っ
ぴ
）
で
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を

踊
っ
た
看
護
学
科
（
Ｎ
Ｓ
）
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

パ
ン
ツ
（
褌
＝
ふ
ん
ど
し
）
を
り
り
し
く
締
め

て
演
技
を
し
た
理
学
療
法
学
科
（
Ｐ
Ｔ
）
に
ひ

と
き
わ
大
き
な
声
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。

午
後
は
「
と
べ
と
べ
三
分
間
ジ
ャ
ン
プ
（
集

団
縄
跳
び
）」「
綱
引
き
ダ
ッ
シ
ュ
」
に
続
き
、

最
後
に
「
大
逆
転
、
学
科
対
抗
リ
レ
ー
」
が
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
逆
転
リ
レ
ー
の
名
前
通

り
に
、
Ｐ
Ｔ
を
医
療
経
営
管
理
学
科
（
Ｈ
Ｍ
）

が
土
壇
場
で
捉
え
、
Ｐ
Ｔ
の
連
覇
を
阻
ん
だ
。

今
大
会
で
は
、
過
去
に
あ
ま
り
成
績
が
振
わ

な
か
っ
た
言
語
聴
覚
学
科
（
Ｓ
Ｔ
）
と
視
機
能

療
法
学
科
（
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）、
さ
ら
に
は
、
一
学
年
だ

け
の
Ｐ
Ｓ
の
健
闘
が
目
立
っ
た
。
な
お
、
中
西

学
科
長
以
下
教
員
の
参
加
が
最
も
多
か
っ
た
Ｎ

Ｓ
は
、
残
念
な
が
ら
最
下
位
と
な
っ
た
。

成
績
は
、
一
位
Ｈ
Ｍ
、

二
位
Ｐ
Ｔ
、
三
位
Ｒ
Ｔ
、

四
位
Ｏ
Ｔ
、
五
位
Ｓ
Ｔ
、

六
位
Ｏ
Ｒ
Ｔ
、
七
位
Ｐ
Ｓ
、

八
位
Ｈ
Ｓ
、
九
位
Ｎ
Ｓ
。

古
谷
遼
子
実
行
委
員
長

（
Ｐ
Ｔ
三
年
）
他
、
六
十
五

名
の
実
行
委
員
の
み
な
さ

ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。

（
学
生
部
長
　
伊
藤
元
信
）

平
成
十
六
年
度
各
種
国
家
試
験
の
受
験
結
果

が
ま
と
ま
っ
た
。

理
学
療
法
士
試
験
の
合
格
率
は
七
年
連
続
の

100
％
で
、
開
学
以
来
一
度
も
不
合
格
者
を
出
し

て
い
な
い
。
新
卒
者
に
よ
る
合
格
率
が
三
年
連

続
100
％
で
あ
る
助
産
師
を
は
じ
め
、
各
試
験
と

も
高
い
合
格
率
と
な
っ
て
い
る
。

（
本
校
事
務
局
　
教
務
課
）

本
学
の
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
で
、
六
月
十
五
日
、

「
国
際
交
流
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー
〜
留
学
生
と
の
集

い
〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。

千
保
一
夫
大
田
原
市
長
、
後
藤
秀
雄
大
田
原

国
際
交
流
会
会
長
な
ど
を
迎
え
、
留
学
生
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
そ
し
て
谷
修
一
学
長
、
長

谷
川
豊
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
兼
国
際
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
教
職
員
が
交
流
し
た
。

乾
杯
の
後
、
留
学
生
会
会
長
の
張
永
勝
君
が

流
暢
な
日
本
語
で
挨
拶
し
、
留
学
生
一
人
一
人

が
個
性
溢
れ
る
自
己
紹
介
を
し
た
。

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
院
修
士
課
程

二
年
の
堤
堀
内
カ
ロ
リ
ー
ナ
さ
や
か
さ
ん
に
よ

る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
ダ
ン
ス
、
楊
卓
剣
君
の
お
笑

い
、
看
護
学
科
二
年
の
ト
ト
さ
ん
に
よ
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
の
結
婚
式
の
上
映
と
解
説
、
さ
ら
に

長
谷
川
ふ
み
子
先
生
に
よ
る
卒
業
生
の
ネ
パ
ー

ル
で
の
結
婚
式
の
様
子
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
始

終
笑
い
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
会
と
な
っ
た
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
　
藤
井
三
枝
子
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

T
O

P
IC

S
第
十
回
運
動
会
開
催

TOPICS

日本語や英語で自己紹介をする留学生。

平
成
十
六
年
度
国
家
試
験
合
格
率

☆
七
年
連
続
100
％
の
理
学
療
法
士

TOPICS

看
護
学
科
で
第
一
回

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

TOPICS

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

TOPICS

応
援
合
戦
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
看

護
学
科
（
上
）
と
理
学
療
法
学
科

の
演
技
。

本学 全国平均

受験区分 受験者数（名）合格者数（名） 合格率 受験者数（名）合格者数（名） 合格率

保健師 119 91 76.5% 9,134 7,440 81.5%

助産師 6 6 100.0% 1,624 1,619 99.7%

看護師 118 114 96.6% 48,299 44,137 91.4%

理学療法士 100 100 100.0% 5,102 4,843 94.9%

作業療法士 97 95 97.9% 3,893 3,442 88.4%

言語聴覚士 86 77 89.5% 1,812 1,012 55.8%

診療放射線技師 110 95 86.4% 2,606 1,868 71.7%

社会福祉士 117 81 69.2% 41,044 12,241 29.8%

精神保健福祉士 22 21 95.5% 6,711 4,111 61.3%

平成16年度　国家試験等受験結果

（注）本学の合格率は新卒の合格率。全国平均には既卒者も含む。

国
際
交
流
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー

〜
留
学
生
と
の
集
い
〜
開
催

TOPICS

自己アピールに挑む新入生。左が
中西睦子学科長。

日
本
理
学
療
法
士
学
術
大
会
開
催

☆
丸
山
学
科
長
12
年
連
続
理
事
に

TOPICS



平
成
十
七
年
度
の
「
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
奨
学
生
」
十
名
、
お
よ
び
「
国
際

医
療
福
祉
大
学
奨
学
生
」
二
四
名
が
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

東
京
都
中
央
区
の
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

会
社
本
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
五
月
三
一
日
、
同

社
の
岡
崎
会
長
、
須
藤
社
長
、
本
学
の
谷
学
長
、

開
原
副
学
長
、
伊
藤
常
務
理
事
の
列
席
の
も
と
、

同
奨
学
生
の
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
有
為
な
専
門
職
の
育
成
を
め
ざ
す
本
学
の
趣

旨
に
賛
同
し
た
同
社
に
よ
り
、
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
九
年
に
設
け

ら
れ
た
。
奨
学
金
は
、
原
則
と
し
て
卒
業
ま
で

支
給
さ
れ
、
返
還
の
必
要
は
な
い
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
今
年
度
ま
で
に
合
計
七

二
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
な
お
、
今
年
度

の
応
募
者
は
二
六
名
だ
っ
た
。

●
奨
学
生
氏
名

国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

六
月
十
四
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

の
表
彰
式
が
大
学
本
校
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
制

度
で
は
、
年
間
授
業
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
る
。

●
奨
学
生
氏
名

本
学
に
は
、
ほ
か
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
教

育
後
援
会
に
よ
る
奨
学
金
な
ど
各
種
制
度
が
あ

る
。「
学
生
生
活
の
手
引
き
」
を
参
照
す
る
か
、

学
生
課
の
窓
口
ま
で
。（

学
生
課
　
宮
下
貞
男
）

（
注
）
新
設
の
薬
学
部
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
学
生
は
、

次
年
度
か
ら
選
考
の
対
象
と
な
る
。

（
注
）
看
護
学
科
、
視
機
能
学
科
の
学
生
の
応
募
は
な
か
っ
た
。

新
設
の
薬
学
部
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
学
生
は
、

次
年
度
か
ら
選
考
の
対
象
と
な
る
。

本
学
と
地
元
大
田
原
女
子
高
校
と
の
「
高
大

連
携
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
今
年
で
三
年
目
を

迎
え
た
。
当
事
業
の
ね
ら
い
は
、
高
校
側
は
大

学
レ
ベ
ル
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
で
生
徒
に

学
問
へ
の
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
本
学

は
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
本
学
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

今
年
度
も
、「
保
健
医
療
福
祉
へ
の
み
ち
」
を

テ
ー
マ
に
、
五
〜
八
月
ま
で
に
計
三
〇
講
座
が

開
講
。
杉
原
素
子
保
健
学
部
長
の
「
障
害
を
持

つ
人
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
」
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
に
看
護
学
科
、
理
学
療
法
学
科
、
作

業
療
法
学
科
、
言
語
聴
覚
学
科
、
医
療
経
営
管

理
学
科
の
本
学
教
授
陣
に
よ
る
講
義
が
終
了
し

た
。
七
〇
名
前
後
の
生
徒
た
ち
が
熱
心
に
聴
講

し
て
い
る
。

（
本
校
事
務
局
　
総
務
課
）

本
校
で
は
、
地
域
の
方
や
学
生
・
教
職
員
向
け

に
、
公
開
講
座
「
岩
波
映
画
作
品
に
よ
る
　
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
館
」
を
開
講
し
て
い

る
。
映
画
監
督
で
本
学
客
員
教
授
で
あ
る
諏
訪
淳

先
生
に
よ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
後
期
は
十
月
よ

り
開
講
。
秋
の
夜
長
に
、
楽
し
み
な
が
ら
知
性
を

磨
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
上
映
日
程

と
作
品
は
左
記
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
一
八
時
一

〇
分
開
始
。

（
本
校
事
務
局
　
総
務
課
）
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TOPICS

平
成
十
七
年
度
奨
学
生
決
定

TOPICS【
理
学
療
法
学
科
】

田
中
惣
治
（
二
年
）

西
川
由
希
子
（
二
年
）

王
　
東
（
二
年
）

【
作
業
療
法
学
科
】

伊
藤
彰
子
（
二
年
）

【
言
語
聴
覚
学
科
】

木
村
美
奈
子
（
二
年
）

【
放
射
線
・
情
報
科
学
科
】

町
田
望
美
（
三
年
）

【
医
療
経
営
管
理
学
科
】

原
田
晃
子
（
二
年
）

【
医
療
福
祉
学
科
】

上
野
晃
司
（
三
年
）

森
島
真
弓
（
二
年
）

尹
　
笑
英
（
一
年
）

【
看
護
学
科
】

関
口
由
香
里
（
四
年
）

宮
崎
　
恵
（
三
年
）

秋
山
文
子
（
二
年
）

【
理
学
療
法
学
科
】

桑
田
康
行
（
四
年
）

村
井
奈
賀
子
（
三
年
）

川
野
美
穂
（
二
年
）

【
作
業
療
法
学
科
】

川
原
和
之
（
四
年
）

三
浦
亜
希
（
三
年
）

中
川
真
理
（
二
年
）

【
言
語
聴
覚
学
科
】

内
川
茉
美
（
四
年
）

小
俣
健
太
郎
（
三
年
）

小
林
彩
佳
（
二
年
）

【
放
射
線
・
情
報
科
学
科
】

原
田
　
潤
（
四
年
）

室
橋
歩
美
（
三
年
）

高
橋
　
良
（
二
年
）

【
視
機
能
療
法
学
科
】

深
瀬
明
子
（
四
年
）

田
澤
聖
子
（
三
年
）

小
島
庸
子
（
二
年
）

【
医
療
経
営
管
理
学
科
】

森
嶋
絵
理
（
四
年
）

鈴
木
規
子
（
三
年
）

張
　
永
勝
（
二
年
）

【
医
療
福
祉
学
科
】

古
村
美
佳
（
四
年
）

上
田
有
紀
（
三
年
）

福
本
正
啓
（
二
年
）

日
常
で
は
、
何
ら
か
の
《
音
》
と
関
係
を
持
ち
な
が
ら
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
。
人
間
の
精
神
面
に
多
大
な
影

響
を
あ
た
え
、
心
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
人
生
へ
の
余
韻
と
な
り
、
自
分
に
迫
っ
て
来
る
音
も
少
な
く
な
い
。

従
っ
て
、
映
画
の
な
か
で
表
現
す
る
音
の
世
界
は
、
映
像
と
相
ま
っ
て
重
大
な
意
味
合
い
を
持
ち
、
構
成
す
る

時
間
帯
の
な
か
で
映
像
と
音
の
駆
け
引
き
が
な
さ
れ
、
完
成
さ
れ
る
経
過
を
た
ど
る
。

私
が
常
に
思
っ
て
い
る
製
作
上
の
信
念
…
…
そ
れ
は
、《
ウ
ソ
を
描
い
て
真
実
を
語
れ
》
と
心
に
決
め
て
い
る
。

ウ
ソ
＝
嘘
と
は
、
現
実
を
と
ら
え
て
心
中
で
の
係
わ
り
を
よ
り
的
確
に
す
る
為
、
自
身
の
想
い
を
誇
張
し
、
表
現

す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
私
の
言
う
ウ
ソ
で
あ
る
。

ま
た
、《
映
画
の
テ
ー
マ
は
追
い
か
け
る
も
の
、
撮と

っ
て
は
な
ら
な
い
》
、
こ
の
想
い
も
私
に
深
く
浸
透
し
て
い

る
。
テ
ー
マ
は
、
つ
く
り
手
の
主
張
で
あ
り
、
意
欲
を
か
き
立
て
る
要
因
で
あ
る
が
、
テ
ー
マ
に
集
中
す
る
あ
ま

り
、
主
題
の
み
を
表
現
し
、
周
り
に
起
こ
る
現
象
を
見
過
ご
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
全
体
の
構
成
の
な
か
で
深
み

が
薄
れ
、
テ
ー
マ
が
強
調
で
き
な
い
結
果
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
意
図
し
た
言
葉
で
あ
る
。

映
画
で
の
音
。
そ
れ
は
、
せ
り
ふ
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
音
楽
・
現
実
音
・
効
果
音
・
主
題
歌
な
ど

―
。
音
は

映
像
と
の
戦
い
で
テ
ー
マ
を
追
い
か
け
、
強
烈
に
ウ
ソ
の
世
界
を
表
出
し
、
そ
の
こ
と
で
《
真
実
を
ア
ピ
ー
ル
》

す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
映
像
の
編
集
作
業
が
終
わ
り
、《
音
付
け
》
の
段
階
に
入
っ
た
時
点
で
、
監
督
は
作
曲
家
と
音
楽
を
決

め
て
ゆ
く
。
こ
の
時
、
テ
ー
マ
に
と

ら
わ
れ
る
と
、
そ
の
曲
に
幅
や
深
み

が
現
れ
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
直
接
的

な
言
葉
で
は
な
く
、《
感
情
の
氾
濫
》

と
か
《
地
底
か
ら
の
問
い
か
け
》
な

ど
と
い
っ
た
、
抽
象
的
な
言
い
回
し

で
話
し
合
う
。
当
然
、
テ
ー
マ
は
追

い
か
け
て
い
る
の
だ
か
ら
音
楽
の
イ

メ
ー
ジ
は
湧
い
て
く
る
。

音
の
感
情
は
、
最
も
詩
的
で
抽
象

的
な
位
置
に
あ
る
が
、
そ
の
音
に
よ

っ
て
こ
そ
映
画
に
空
気
観
が
広
が
り
、

心
理
が
具
現
化
さ
れ
る
の
だ
。

第6回 
（最終回） 

客
員
教
授
　
諏
訪
　
淳 

多くのヒット曲で知られる北原ミレイ（写真左、と作詞
の諏訪監督・当時）が映画主題歌「盲僧琵琶を追いかけ
ろ」を唄う。（―中略―）一種悪魔（デモン）的な魅力
が不可分にからみあう、超絶的な歌詞である。（1999年
11月13日付　朝日新聞文化欄より）【注】映画は諏訪
淳監督「薩摩盲僧琵琶」（1983年製作、岩波映画作品）。

刻
み
込
ま
れ
る《
音
》の
表
情

諏訪　淳（すわ・あつし）
映画論担当。映画監督、日本伝統文化福祉振興協会副理
事長、元（株）岩波映画製作所代表取締役社長、（社）映
像文化製作者連盟理事。

大
田
原
女
子
高
校
と
連
携
事
業

「
保
健
医
療
福
祉
へ
の
み
ち
」

TOPICS

公
開
講
座

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
館
」

TOPICS

熊野　信雄 放射線･情報科学科 体内を診るガンマカメラ

菊地　義信 放射線･情報科学科 音声の生成機構と電気式人工喉頭

金場　敏憲 放射線･情報科学科 医療を身近に

宇賀　茂三 視機能療法学科 水晶体はなぜ濁る―白内障の発症機序―

佐藤貴一郎 医療経営管理学科 医療はどんなサービスか

加藤　尚子 医療経営管理学科 ｢ブラックジャック」と｢赤ひげ｣

鈴木　五郎 医療福祉学部学部長 日本社会の未来像と社会福祉

式　恵美子 医療福祉学科 介護予防とねたきり予防

大石　剛史 医療福祉学科 ボランティアという生き方

丹羽　　章 基礎医学研究センター AIDS―新しい感染症はどうして現れるのか―

大久保真人 基礎医学研究センター 第3の脈管、リンパ管って何？

神山　隆一 基礎医学研究センター 白血病の話

長谷川　薫 基礎医学研究センター 細胞培養｢生きた細胞をシャーレで育てる｣

佐藤　郁夫 国際医療福祉病院院長 女性と性

日程 講師 所属等 テーマ

８/１
（月）

８/２
（火）

８/３
（水）

８/８
（月）

８/９
（火）

①日本の食文化～日本料理ともてなしの心（監督・山崎博紹、1996年）

②中国の食文化～庶民の味・宮廷の味（監督・重森貝崙、1985年）

①法隆寺（監督・羽仁進、1958年）

②法隆寺献納宝物（監督・羽田澄子、1971年）

③和鋼風土記（監督・山内登貴夫、1970年）

①南部杜氏（監督・諏訪淳、1988年）

②杜氏たちの春～さつま本格焼酎をつくる（監督・諏訪淳、1979年）

①素敵なお産をありがとう（監督・藤本孝明、諏訪淳プロデュース、1992年）

②ニホンザル母の愛～モズの子育て日記（監督・岩崎雅典、1987年）

○薩摩盲僧琵琶（監督・諏訪淳、1983年）

①歌舞伎の魅力・舞台（監督・羽田澄子、1981年）

②絵図に偲ぶ江戸のくらし（監督・時枝俊江、1978年）

日 程 作 品

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

4/27

5/25

6/29

10/26
（予定）

11/30
（予定）

12/21
（予定）

前
　
期
　
　
　
　
　
　

後
　
期

貸借対照表 平成17年3月31日 

科目 本年度末  前年度末 増減 

(単位:千円)

消費収支計算書 
本年度　（自　平成16年4月1日　　　至　平成17年3月31日） 
前年度　（自　平成15年4月1日　　　至　平成16年3月31日） 

科目 本年度  前年度 増減 

(単位:千円)※誤差は四捨五入による。 

33,556,912 

32,774,981 

11,376,273 

11,892,980 

592,114 

4,927,471 

1,255,157 

331,602 

10,484 

2,388,900 

781,931 

9,083,277 

7,259,680 

205,250 

240,364 

1,283,547 

37,896 

3,132 

53,408 

42,640,189 

 

3,108,120 

9,013,392 

12,121,512 

 

30,995,681 

67,913 

685,000 

31,748,594 

 

0 

1,229,917 

△ 1,229,917 

 

42,640,189

29,826,243 

27,233,467 

10,919,443 

8,110,189 

562,493 

3,800,070 

1,149,586 

271,306 

14,929 

2,405,451 

2,592,776 

7,242,267 

6,264,538 

0 

83,585 

882,723 

690 

904 

9,827 

37,068,510 

 

2,857,279 

5,364,989 

8,222,268 

 

27,195,228 

76,852 

526,000 

27,798,080 

 

1,048,162 

0 

1,048,162 

 

37,068,510

3,730,669 

5,541,514 

456,830 

3,782,791 

29,621 

1,127,401 

105,571 

60,296 

△ 4,445 

△ 16,551 

△ 1,810,845 

1,841,010 

995,142 

205,250 

156,779 

400,824 

37,206 

2,228 

43,581 

5,571,679 

 

250,841 

3,648,403 

3,899,244 

 

3,800,453 

△ 8,939 

159,000 

3,950,514 

 

△ 1,048,162 

1,229,917 

△ 2,278,079 

 

5,571,679

　資産の部 

固定資産 

　有形固定資産 

 土地 

 建物 

 構築物 

 教育研究用機器備品 

 その他の機器備品 

 図書 

 車輌 

 建設仮勘定 

　その他の固定資産 

流動資産 

 現金預金 

 預け金 

 貯蔵品 

 未収入金 

 仮払金 

 立替金 

 前払金 

資産の部合計 

　負債の部 

固定負債 

流動負債 

負債の部合計 

　基本金の部 

第１号基本金 

第２号基本金 

第４号基本金 

基本金の部合計 

　消費収支差額の部 

翌年度繰越消費収入超過額 

翌年度繰越消費支出超過額 

消費収支差額の部　合計 

負債の部、基本金の部 

および消費収支差額の部　合計 

4,710,709 

222,092 

1,522,061 

1,309,637 

10,912 

4,408,479 

(4,262,958) 

40,657 

12,224,547 

△ 3,950,513 

8,274,034 

 

4,815,197 

3,589,060 

(2,000,097) 

2,074,094 

71,762 

0 

2,000 

10,552,113 

△ 2,278,079

4,482,266 

159,981 

540,932 

2,588,859 

42,534 

3,574,092 

(3,498,047) 

100,320 

11,488,984 

△ 2,323,288 

9,165,696 

 

4,217,265 

2,845,978 

(1,550,414) 

1,737,605 

63,320 

155,682 

0 

9,019,850 

145,846

228,443 

62,111 

981,129 

△ 1,279,222 

△ 31,622 

834,387 

(764,911) 

△ 59,663 

735,563 

△ 1,627,225 

△ 891,662 

 

597,932 

743,082 

(449,683) 

336,489 

8,442 

△ 155,682 

2,000 

1,532,263 

△ 2,423,925

消費収入の部  

学生生徒等納付金  

手数料  

寄付金  

補助金  

資産運用収入  

事業収入  

（うち医療収入）  

雑収入  

　　　　　帰属収入合計  

基本金組入額  

　　消費収入合計　　（a）  

消費支出の部  

人件費  

教育研究経費  

（うち医療経費）  

管理経費  

借入金等利息  

資産処分差額  

徴収不能引当金繰入額  

消費支出合計　　　（b）  

消費収支差額　　(a)-(b) 

【
お
問
い
合
わ
せ
】

本
校
事
務
局
総
務
課

電
話
〇
二
八
七
（
二
四
）
三
〇
〇
〇

国際医療福祉大学決算報告
平成16年度

平成16年度は、薬学部、リハビリテーション学部の開設に向け
て積極的な設備投資をいたしました。この財源は自己資金を中心と
したもので、基本金組入前の消費収支差額は16億7200万円と財
務健全性に配慮したものとなっています。（経理部長　杉尾信博）



国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
三
田
病
院

学
術
委
員
会
主
催
　
第
二
回
研
修
会
　
開
催

六
月
二
十
八
日
、
院
内
の
大
会
議
室
に
て
職

員
を
対
象
と
し
た
二
回
目
の
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。「
新
し
い
創
傷
治
療
の
実
践
」
を
テ
ー
マ

に
、
三
田
病
院
の
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
医

師
で
、
本
学
講
師
の
多
田
雄
一
郎
先
生
が
講
演

し
た
。
新
し
い
創
傷
治
療
、
湿
潤
療
法
は
消
毒

も
ガ
ー
ゼ
も
必
要
と
せ
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を

否
定
し
て
い
る
。
傷
を
乾
燥
さ
せ
ず
に
傷
口
か

ら
出
る
液
（
浸
出
液
）
を
残
し
、
傷
を
湿
ら
せ

て
治
す
方
が
、
そ
の
回
復
が
早
い
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
た
治
療
方
法
だ
。
本
来
の
常
識
に
異

論
を
唱
え
る
こ
の
画
期
的
な
創
傷
治
療
の
解
説

に
、
会
場
を
埋
め
た
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
さ
ら
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
総
務
課
）

『
お
子
さ
ん
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』刊
行

三
田
病
院
小
児
科
の
保
科
清
先
生
監
修
・
執

筆
の
『
お
子
さ
ん
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

が
国
際
医
療
福
祉
大
学
出
版
会
よ
り
刊
行
さ
れ

た
。
発
熱
な
ど
子
供
の
急
病
へ
の
対
処
法
を
豊

富
な
イ
ラ
ス
ト
で
説
明
。
新
聞
や
雑
誌
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。（
総
務
課
）

医
療
福
祉
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
体
験
し
よ
う
！

大
田
原
本
校

国
際
医
療
福
祉
大
学
本
校
で
は
、
今
年
も
恒
例

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
新
企
画
は
「
学
内
見
学
ツ
ア
ー
」。
本
学
担

当
者
が
大
学
内
の
施
設
を
ご
案
内
し
、
実
際
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー
で
す
。

「
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
」
な
ら
で
は
の
数
多
く
の

充
実
し
た
施
設
を
見
学
で
き
ま
す
。

日
程
お
よ
び
内
容
は
次
の
通
り
。
事
前
申
込
は

不
要
で
、
時
間
内
入
退
場
は
自
由
で
す
。
ご
都
合

の
よ
ろ
し
い
と
き
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
者

に
は
大
学
案
内
・
募
集
要
項
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

【
日
程
】

第
一
回
　
六
月
四
日
（
土
）

※
終
了

第
二
回
　
七
月
三
十
日
（
土
）

第
三
回
　
八
月
三
日
（
水
）

第
四
回
　
八
月
二
十
七
日
（
土
）

第
五
回
　
十
月
十
五
日
（
土
）

第
六
回
　
十
月
十
六
日
（
日
）

※
第
五
回
・
第
六
回
は
大
学
祭
と
同
時
開
催
で
、
個
別
入
試
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス

時
間
　
一
一：

〇
〇
〜
一
二：

一
〇

場
所
　
Ｆ
一
〇
一
教
室

大
学
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
、
入
試
情
報
提
供
等

▼
国
際
医
療
福
祉
大
学
を
知
る
第
一
歩
は
こ
ち

ら
。
大
学
の
概
要
、
医
療
・
福
祉
の
仕
事
、
魅

力
あ
る
資
格
、
入
試
、
学
生
生
活
、
卒
業
後
の

職
場
や
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
学
長
を
は
じ
め

入
試
担
当
者
や
本
学
卒
業
生
が
わ
か
り
や
す
く

ご
説
明
し
ま
す
。

●
個
別
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー

時
間
　
一
〇：

〇
〇
〜
一
一：

〇
〇

一
二：

一
〇
〜
一
六：

〇
〇

場
所
　
Ｅ
二
〇
四
教
室

▼
各
学
科
の
教
員
、
教
務
・
入
試
・
学
生
担
当

職
員
に
よ
る
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
。
各
学
科
の

内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
入
試
の
こ
と
や
卒
業
後
の

職
業
等
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
進
路
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
体
験
入
学
・
学
生
生
活
相
談

時
間
　
一
〇：

〇
〇
〜
一
六：

〇
〇

▼
先
輩
大
学
生
や
教
員
に
よ
る
各
学
科
の
内
容

や
特
色
の
説
明
や
医
療
福
祉
に
か
か
わ
る
仕
事

の
説
明
が
聞
け
ま
す
。
ま
た
、
実
習
設
備
の
体

験
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
本
学
学
生
よ
り
授

業
内
容
や
学
生
生
活
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

学
生
の
「
生
の
情
報
」
を
入
手
で
き
ま
す
。

●
模
擬
授
業

時
間
　
一
〇：

〇
〇
〜
一
六：
一
〇

場
所
　
Ｆ
二
〇
一
教
室
お
よ
び
Ｆ
二
〇
二
教
室

▼
各
学
科
の
授
業
体
験
が
で
き
ま
す
。
受
験
生

に
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
大
学
の
授
業
を
一

足
お
先
に
体
験
で
き
ま
す
。

●
学
内
見
学
ツ
ア
ー

時
間
　
第
一
回
　
一
〇：

〇
〇
〜

第
二
回
　
一
三：

〇
〇
〜

第
三
回
　
一
五：

〇
〇
〜

集
合
場
所
　
管
理
棟
一
階
ロ
ビ
ー

▼
自
然
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
歩
い
て
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。

「
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
」
な
ら
で
は
の
施
設

の
充
実
ぶ
り
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

○
高
校
教
員
相
談
会：

高
校
教
員
を
対
象
と
し
た

入
試
相
談
会

○
入
試
問
題
集
・
大
学
グ
ッ
ズ
販
売
会

○
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
営
業

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」っ
て
何
だ
ろ
う
？

福
岡
県
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

「
夢
は
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
！
」
と
考

え
て
い
る
受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、「
医
療
・
福
祉
分

野
の
専
門
職
を
め
ざ
し
た
い
が
、
具
体
的
に
ど
ん

な
職
種
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
…
…
」
と
い
う

受
験
生
に
も
、
大
学
で
学
ぶ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
楽
し
く

お
伝
え
し
ま
す
。
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
一
足
早

く
大
学
生
気
分
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

【
日
程
】

第
一
回
　
六
月
二
十
五
日
（
土
）

※
終
了

第
二
回
　
七
月
三
十
日
（
土
）

第
三
回
　
八
月
七
日
（
日
）

第
四
回
　
九
月
二
十
五
日
（
日
）

第
五
回
　
十
月
二
十
九
日
（
土
）

第
六
回
　
十
月
三
十
日
（
日
）

※
第
五
回
・
第
六
回
は
大
学
祭
と
同
時
開
催
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

時
間
　
一
三：

〇
〇
〜
一
六：

〇
〇

▼
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
模
擬
授
業
、
学
内
見
学
、

先
輩
と
語
ろ
う
、
個
別
相
談
の
ほ
か
に
、
保
護

者
向
け
に
医
療
・
福
祉
業
界
の
現
状
に
つ
い
て

の
ミ
ニ
講
義
を
実
施
し
ま
す
。

す
べ
て
が
キ
ャ
ン
パ
ス
！

医
療
・
福
祉
の
現
場
を
体
感
し
よ
う
！

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

医
療
・
福
祉
分
野
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
受
験

生
の
た
め
に
、
本
学
グ
ル
ー
プ
の
病
院
や
福
祉
施

設
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
も
開
催
し
ま
す
（
大
田
原

本
校
は
希
望
者
の
み
）。
大
学
の
概
要
説
明
や
、
在

校
生
と
昼
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
語
り
合
う
時
間

も
設
け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
事
前
申
込
制
で
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

【
日
程
】

大
田
原
本
校

第
一
回
　
五
月
十
四
日
（
土
）

※
終
了

第
二
回
　
九
月
一
〇
日
（
土
）

第
三
回
　
一
〇
月
八
日
（
土
）

第
四
回
　
一
一
月
一
二
日
（
土
）

第
五
回
　
一
二
月
一
〇
日
（
土
）

時
間
　
一
〇：

〇
〇
〜
一
三：

〇
〇

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

第
一
回
　
七
月
九
日
（
土
）

※
終
了

第
二
回
　
八
月
二
〇
日
（
土
）

第
三
回
　
一
一
月
一
二
日
（
土
）

第
四
回
　
一
二
月
二
〇
日
（
火
）

時
間
　
一
〇：

〇
〇
〜
一
五：

〇
〇

お
問
い
合
わ
せ

大
田
原
本
校
　
入
試
セ
ン
タ
ー

電
話

〇
二
八
七（
二
四
）三
二
一
〇（
広
報
室
）

又
は
〇
二
八
七（
二
四
）三
二
〇
〇（
入
試
課
）

大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

入
試
事
務
室

電
話
　
〇
九
四
四
（
八
九
）
二
〇
〇
〇
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▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

土 
第1･3 第2･4

内科〈1階〉 午前 大山 大山 大山 洪 大 山 小 山 大 山 
秋山 秋山 佐藤 圭一 佐藤 敦久 小山 小玉 秋山 
中野 小玉 由井 多比良 中野 中野 佐藤 圭一 
小野 佐藤 圭一 武田 小玉 船木 船木 

洪 大塚 
午後 佐藤 敦久 洪 洪 中 野 佐藤 敦久 

佐藤 圭一 小山 小玉 樋口 秋山 
由井 松原 田中 松原 
岩澤 由井 

★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 
林 佐藤 博子 及川 中島 寺田 

〈内分泌代謝〉 （第1･2・3） 〈漢方〉 〈リウマチ〉 〈神経内科〉 

（第1･3） 

外科〈1階〉 午前 真船 折口 
午後 真船 折口 真船 

脳神経外科 午前 岩崎 岩崎 光山 交替制 岩崎 交替制 ・金曜日午後の専門外来（頭痛･神経）は14:00からの診療（予約） 
　となります。 朝本 

神保 畑山 

午後 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 ★専門外来 
岩崎 朝本 交替制 神保 神尾 

（小児脳神経外科） （手足しびれ外来） （脳卒中） 〈頭痛･神経〉 

整形外科〈1階〉 午前 吉川 福井 前野 吉川 太田 交替制 
柳本 川x 須田 川x ・柳本（股関節）第4金曜PM・予約制 

（第4） ・須田（ひざ）第4水曜AM・予約制 
午後 吉川 ★専門外来 前野 福井 交替制 

福井 （第１，３） 

川x
柳本 〈脊椎･脊髄・装具〉 

★専門外来 
福井 

川x

〈脊椎･脊髄・装具〉 

（第4） 

産婦人科〈2階〉 
午前 井川 井川 提坂 井川 井川 ・7/22より毎週金曜日は大貫医師に替わり、森医師が診療を 

　開始します。　 提坂 提坂 提坂 大貫 
午後 （検査） （検査） （手術） 大貫 

眼科〈1階〉 

午前 征矢 交替制 征矢 征矢 征矢 交替制 ・午後の診療日は原則、予約制になります。 
金田 ※征矢は第3のみ 金田 金田 金田 ・水・木曜日の午後は手術のため医師は不在です。 

午後 征矢 交替制 （手術） （手術） 征矢 交替制 ・火・土曜日の予約外受付は15：00までとなります。 
金田 ※征矢は第3のみ （検査・処置） 金田 

耳鼻咽喉科〈2階〉 午前 渡邊 本橋 渡邊 渡邊 渡邊 ★専門外来 ・月曜日午前の西山医師、水･金曜日午前の渡邊医師は10:00か 
　らの診療となります。 

西山 熊田 高田 西山 
渡邊 西山 

（第１，３） （第2･4・5） 

古瀬〈めまい〉 
・倉島医師の「めまい外来」は15：00からの診療となります。 
　予約優先ですが予約外でも受診可能な場合がありますので事 
　前に電話でお問合せください。 

（第1，3，5） 

午後 ★専門外来 （手術） ★専門外来 ★専門外来 中村 ★専門外来 ★専門外来 
渡邊、水上 渡邊･熊田 西山 ★専門外来 渡邊 西山 

〈音声〉 〈音声〉 〈難聴･補聴器〉 渡邊･本橋 〈補聴器〉 〈補聴器〉 

倉島 〈音声〉 （第1･3） （第2･4・5） 

〈めまい〉 

＊（第2･4） 

皮膚科〈1階〉 午前 久保 久保 久保 久保 久保 久保 ・予約優先ですが予約外でも受診可能な場合がありますので事 
　前に電話でお問合せください。 蘆田 蘆田 蘆田 蘆田 蘆田 蘆田 

午後 久保 （手術） ★専門外来 ★専門外来 蘆田 交替制 ・水・木曜日午後のレーザー治療は完全予約制です。 
久保 蘆田 
〈レーザー〉 〈レーザー〉 

泌尿器科〈1階〉 

午前 服部 服部 岩動 服部 北原 

午後 服部 服部 岩動 服部 

歯科 
午前 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 ・初診の受付は月～金曜日の午前11時までとなります。 

口腔外科 
（手術） 

〈2階〉 
母家 母家 母家 母家 母家 

午後 母家 齊藤 齊藤 齊藤 齊藤 
母家 母家 母家 

小児科〈2階〉 午前 保科 根本 充 保科 保科 高木 ★専門外来 
高木 伊能 西野 伊能 佐藤 　　荒木〈神経〉（第3水･ＡＭ） 

　　土井〈循環器〉（第1水･ＡＭ） 
午後 関根 保科 関根 保科 根本 充 　　鈴木〈神経〉（水曜ＰＭ）　 

根本 充 ＜乳児健診＞ 高木 ＜乳児健診＞ 
※第1･3:根本しおり、第2･4:根本充、第5：三上 

伊能 三上 
＜予防接種＞ 鈴木 ＜予防接種＞ ・火曜と木曜の午後は健診/予防接種が終了後一般の診療を受 

　け付けています。 〈神経〉 関根 

精神科〈1階〉 午前 高山 高山 高山 高山 岡野 高山 担当医師：高山 
〈もの忘れ･メンタルクリニック〉 午後 高山 高山 高山 高山 岡野 高山 ・土曜日は完全予約制となります。 

リハビリテーション科 
午前 太田 太田 太田 木村 太田 ・完全予約制です。 

〈5階〉 
堀田 

午後 太田 太田 太田 太田 
木村 

乳腺センター〈2階〉 

吉本 吉本  第1・３       第２・４ 吉本 吉本 ・吉本医師の診察は予約制です。 
師田 師田 師田 宮本 ・手術予定日でも受診が可能な場合がありますので事前に電話 

　でお問合せください。 午後 吉本 吉本 吉本 
師田 師田 宮本 

頭頸部腫瘍センター 午前 鎌田 鎌田 鎌田 ・手術予定日でも受診が可能な場合がありますので事前に電話 
　でお問合せください。 〈2階〉 

三浦 （手術） 多田 三浦 （手術） 

鎌田 鎌田 鎌田 
三浦 （手術） 三浦 （手術） 多田 
増淵 多田 

呼吸器センター〈2階〉 
佐藤 中野 林 中 野 佐 藤 ・土曜日午前：池田医師/林医師の交替制 

池田 岩沢 池田 ・第1,3土曜日午後：中野医師 
午後 交替制 池田 林 池 田 林 交替制 ・第2,4土曜日午後：佐藤医師 

麻酔科・ペインクリニック 午前 ・木曜日の診療はありません。 
〈3階〉 午後 

師田 

宮本 

師田 宮本 

備考 

※金田は第3のみ 

三上 

交替制 ※ 

豊浦 

（手術） 

交替制 

高木 〈アレルギー〉 

※金田は第3のみ 

母家 

多田 

阿久根 

木 区分 月 火 水 

午前 

阿久根 阿久根 

金 

交替制 

増淵 

太田 

太田 

交替制 

真船 

由井 
樋口 

阿久根 

多田 
増淵 

午前 

阿久根 

交替制 

午後 

宮本 

宮本 

・平日午後は予約制となります。 

は予約診療です。 平成17年7月１日現在　【H17.7.7】 外来医師担当表（7月） 

　＊外来担当医は諸事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 
　＊診療受付時間（月～土）　午前　８：３０～１１：３０、午後１２：３０～１６：３０　　 

受
験
生
の
み
な
さ
ん
へ

オープンキャンパス・キャンパスツアーのお知らせオープンキャンパス・キャンパスツアーのお知らせ

三田病院をはじめ、関連施設で
も販売。定価200円（税込み）。
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▼　山王病院103-3402-3151／山王メディカルプラザ103-3402-5581 http://www.sannoclc.or.jp

国
際
医
療
福
祉
病
院
（
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

「
看
護
の
日
」に
イ
ベ
ン
ト
実
施

「
看
護
の
日
」
は
、
看
護
の
大
切
さ
を
一
般
の

方
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
五
月
一
二
日
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
当
院
で
は
毎
年
、「
看
護
の

日
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

五
月
一
四
日
に
、「
妊
婦
体
験
」、「
ド
ナ
ル
ド
シ

ョ
ー
」、「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
等
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

妊
婦
体
験
は
、
お
腹
に
ベ
ル
ト
の
重
り
を
締

め
て
も
ら
い
、
妊
婦
さ
ん
の
気
持
ち
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
と
い
う
企
画
。
お
父
さ
ん
も
参
加
で

き
（
?!
）、
お
母
さ
ん
の
苦
し
み
を
一
瞬
だ
け
味

わ
っ
た
。

ド
ナ
ル
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の

マ
ス
コ
ッ
ト
で
あ
る
ド
ナ
ル
ド
が
マ
ロ
ニ
エ
苑

と
当
院
に
て
、
歌
や
踊
り
の
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。

始
め
は
怖
が
っ
て
い
た
子
供
た
ち
も
ド
ナ
ル
ド

の
軽
妙
な
口
と
、
軽
快
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
ど
ん

ど
ん
引
き
込
ま
れ
、
終
い
に
は
一
緒
に
踊
っ
た

り
歌
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た
。
そ
の
後
、
病
棟
を
訪
問
し
、
コ
ミ
カ
ル

な
演
技
で
患
者
様
の
心
を
な
ご
ま
せ
た
。

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
に
は
、
五
名
の
若
者
が

参
加
し
た
。
初
め
て
着
る
「
看
護
服
」
に
緊
張

し
な
が
ら
、
病
棟
の
患
者
様
の
給
仕
や
話
し
相

手
な
ど
を
通
じ
て
、
看
護
業
務
の
や
り
が
い
と

大
変
さ
を
実
感
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
見
学
に

訪
れ
た
新
生
児
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
は
、
新
生

児
の
オ
ム
ツ
を
取
り
換
え
た
り
、
沐
浴
の
手
伝

い
を
行
っ
た
。
新
生
児
の
小
さ
さ
に
び
っ
く
り

し
な
が
ら
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
で
恐
る
恐
る
新

生
児
を
抱
き
上
げ
て
い
た
。

短
い
時
間
だ
っ
た
が
、「
看
護
師
の
職
業
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
？
」
を
理
解
す
る
助
け
と
な

れ
ば
幸
い
だ
。
毎
年
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
来
年
、
応
募
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
総
務
課
　
小
林
庸
良
）

山
王
病
院
（
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

基
本
に
立
ち
返
り
、
緊
急
時
の
訓
練
実
施

五
月
一
八
日
、「
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
」
訓
練
を
実

施
し
た
。
内
容
は
、
医
師
不
在
で
あ
っ
て
も
誰

で
も
が
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
半
自
動
除
細
動

器
）
の
取
り
扱
い
と
、
赤
坂
消
防
署
よ
り
訓
練

用
人
形
を
お
借
り
し
て
の
心
肺
蘇
生
法
の
実
習

で
あ
っ
た
。

当
院
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
病
院
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
全
館
放

送
を
行
っ
て
い
な
い
。
よ
ほ
ど
の
緊
急
時
に
は
、

医
師
の
手
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
「
ハ
リ
ー
コ

ー
ル
」
を
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
る
。

訓
練
の
流
れ
は
、
人
形
を
「
倒
れ
て
意
識
の

な
い
患
者
」
に
見
立
て
、
①
発
見
し
た
ナ
ー
ス

が
「
ハ
リ
ー
コ
ー
ル
」
を
要
請
、
②
近
く
に
い

た
放
射
線
技
師
が
事
務
室
に
連
絡
、
③
そ
れ
を

受
け
た
事
務
職
員
が
全
館
放
送
で
「
ハ
リ
ー
コ

ー
ル
」
を
流
す
。
一
方
、
ナ
ー
ス
は
患
者
に

A
E
D

を
装
着
、
器
械
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
っ

て
放
電
し
、
蘇
生
を
開
始
す
る
と
い
う
も
の
。

臨
場
感
溢
れ
る
寸
劇
を
見
て
も
ら
っ
た
後
、
実

践
に
移
っ
た
。

当
日
は
一
二
三
名
と
い
う
多
く
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
救
命
に
あ
た

っ
て
初
動
が
い
か
に
大
切
か
を
説
明
し
、
心
肺

停
止
状
態
の
人
が
倒
れ
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し

た
ら
確
実
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
実
習
し
た
。
交
代
で
人
形
に
蘇
生
を
施
し
、

会
場
は
熱
気
で
あ
ふ
れ
た
。

医
療
従
事
者
と
し
て
、
ま
た
病
院
職
員
と
し

て
救
急
蘇
生
を
行
う
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
救

急
隊
員
か
ら
「
慣
れ
た
人
で
も
、
緊
急
時
は
力

を
十
分
に
出
し
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
で
き
る
つ
も
り
で
い
て
も

過
信
し
て
は
な
ら
ず
、
今
後
も
基
本
に
立
ち
返

る
意
味
で
も
、
継
続
的
な
訓
練
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
た
。

い
く
ら
備
え
が
あ
っ
て
も
、
ま
た
知
識
が
あ

っ
て
も
実
際
に
使
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
万
全
と
は
言
い
難
い
。

（
看
護
部
長
　
丸
山
和
美
）

高
木
病
院
（
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

高
木
病
院
は
明
治
四
三
年
に
高
木
眼
科
と
し

て
開
院
し
、
九
五
年
を
経
た
現
在
、
常
勤
医
師

六
〇
名
、
病
床
数
五
○
六
床
の
急
性
期
病
院
と

し
て
地
域
の
基
幹
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

建
物
は
本
館
（
一
一
階
建
）
と
新
館
（
一
〇

階
建
）
ほ
か
二
棟
か
ら
な
り
、
本
館
の
最
上
階

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ヴ
か
ら
は
、
有
明
海

と
筑
後
平
野
の
美
し
い
景
色
を
望
め
る
。

診
療
科
は
精
神
科
を
除
く
全
て
の
科
を
有
し
、

16
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
な
ど
最
新
医
療
機

器
を
整
備
す
る
な
ど
、
医
療
の
専
門
性
を
高
め

て
い
る
。
昨
年
に
は
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
た
。

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
、
産
業
健
診
、
不
妊
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
充
実
を
は
か
り
、
特
に
不
妊
セ

ン
タ
ー
で
は
、
多
胎
妊
娠
防
止
な
ど
高
木
病
院

独
自
の
取
り
組
み
を
行
い
、
患
者
様
の
目
線
に

立
っ
た
医
療
を
心
が
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
臨

床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
、
現
在
一
六
名
の
新

人
医
師
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
患
者
様
に
安
ら
ぎ
と
安
心
を
感
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
義
に
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。（
人
事
総
務
課
　
椎
野
尚
志
）

お
知
ら
せ

●
高
邦
会
・
高
邦
福
祉
会
・
高
木
学
園
・

国
際
医
療
福
祉
大
学
合
同
夏
ま
つ
り
開
催

日
時

七
月
三
〇
日（
土
）
一
八：

三
〇
〜

場
所
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

●
糖
尿
病
教
室
開
催

＊
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
栄
養
指
導

日
時

八
月
八
日（
月
）

一
二：

〇
〇
〜

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org

ふれあい看護体験

▼ 国際医療福祉病院 10287-37-2221／介護老人保健施設マロニエ苑　10287-36-6622／特別養護老人ホーム栃の実荘 10287-37-1160 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

■高木病院　外来診療体制表 

○ 

【本館一階】 

○ ○  ○ ○ ○  ○  ○  ○  ○  ○  

○ ○  ○  ○  ○ ○ ○  ○  ○  ○  

○ ○  

【本館二階】 

○ ○  ○  

◎ ◎  ○  ◎  

○ ○  ○  ○  

○ ○  ○  ○  

○ ○  ○  ○ 

○ 

○ 

○ ○  ○  ○ 

◎ 

○ ○  ○ 

○ ○ 

○ ○  ○  ○ 

◎ 

◎ 

◎ 
◎ 

★ 
◎ ◎  

○ ○  ○  ○ 

△ ◎ 

▲ ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

○ ○  ○ ○ ○  ○  

○ ○ 

○ 

○ 

平成17年7月1日現在 

○ ○  ○  

○ ○  ○  □ 

○ 

交代 

○ ○  ○  ○  

○ ○  

▲ 

○ ○  ○ 

○ ○  ○ 

○ ○ ○ ○ 

○ 

○ ○  ○  ○  

○ ○  

○ ○  

○ ○  

○ ○  

○  

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○  

○ ○ ○ ○ ○  ○  ○  ○  

○ ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

○ ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

○ ○ ○ ○  ○  ○  ○ ○  ○  

△ 

▲ ▲  

【本館三階】 

【本館五階】 

手
　
術
　
日 

担
当
医 

担
当
医 

担
当
医 

担
当
医 

担
当
医 

【新館二階】 

○ ○ ○  手術 ○ ○  手術 ○ 

○ ○  手術 ○ ○ ○  手術 ○ ○  

▲ 

★ ★  ★  ○  

○ ★  ○  ○  

○ ○  ★  ○  

○ ○  ○  

△ 

○ ○ ○  ○  ○  ○  

○ ○  ○ ○  

【新館三階】 

当
　
番
　
医 

当
番
医 

当
番
医 

当
　
番
　
医 

○ ◎  ○ 

○ ◎  ○  ◎ 

◎ ○  ○ 

◎ ○  ◎ 

◎ 

○ ○  

○ ○  

○ ○  ○  ○  ○  ○  ○  

○ ○  ○ ○  手術 

△ △  

※都合により、診察日・時間の変更がある場合がございますのでご確認の上、ご来院ください。  
　医療法人社団高邦会　高木病院　〒831-0016　福岡県大川市酒見141番地11

●診察時間 
　午前9:00～13:00 
　午後14:00～17:00 
　(ただし産婦人科は午後16:00まで) 
 

●小児科時間外診療のご案内 
　17:00～20:00 
　月～金曜日（祝祭日除く） 

詳細はホームページでも掲載しております　http://www.kouhoukai.org

月 火 水 木 土 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

診療科 診察医 備考 

診療科 診察医 備考 
金 

月 火 水 木 土 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

金 
診療科 

診療科 

診察医 

診察医 

備考 
火 月 水 木 土 

午後 午前 午前 

月 

午後 午前 

火 

午後 午前 

水 

午後 午前 

木 

午後 午前 

金 

午後 午前 

土 

午後 午前 

午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

金 

脳疾患 
センター 

整形外科 

外　科 

内　科 

呼吸器科 

血液内科 

心療内科 

リウマチ 

膠原病 

腎臓内科 

泌尿器科 

歯科口 
腔外科 

消化器内科 

産婦人科 
不妊 
センター 

眼　科 

小児科 

耳鼻 

咽喉科 

循環器 
センター 

形成外科 

皮膚科 

備考 

診療科 診察医 
月 

午後 午前 

火 

午後 午前 

水 

午後 午前 

木 

午後 午前 

金 

午後 午前 

土 

午後 午前 
備考 

診療科 診察医 
月 

午後 午前 

火 

午後 午前 

水 

午後 午前 

木 

午後 午前 

金 

午後 午前 

土 

午後 午前 
備考 

田中　薫（センター長） 

中原　公宏（部長） 

遠藤　智代子（医長） 

村岡　範裕 

弓削　龍雄（非常勤） 

山内　豊明（部長） 

永嶋　寛（医長） 

福嶋　信広 

白浜　正博（非常勤） 

那須　賢司（部長） 

檜垣　賢作（医長） 

嬉野　光俊 

中村　芳明（部長） 

劉　文憲 

古場　朗洋（非常勤） 

山本　匡介（病院長） 

福島　範子（副部長） 

藤松　里実 

阿座上　聖史 

小野　恭裕（部長） 

名和田　新（非常勤） 

坂本　竜一（非常勤） 

中原　快明（部長兼センター長） 

内藤　恵子（部長） 

田中　彩 

田尾　朋子 

平田　譲治（部長） 

富桝　りか（非常勤） 

福島　伯泰（非常勤） 

岡本　敬司（医長） 

鐘江　大（医長） 

長澤　浩平（非常勤） 

大田　明英（非常勤） 

多田　芳史（非常勤） 

宮原　穂積（部長） 

岸　智恵（医長） 

豊澤　徳行（医長） 

宮原　茂（非常勤） 

冨安　克郎（非常勤） 

江口　善朗（非常勤） 

鳥越　昇二郎 

西田　宏二（部長） 

森田　秀祐（医長） 

小島　加代子（部長） 

野見山　真理（医長） 

有馬　薫 

藤井　毅 

藤井　麻衣子 

岩坂　剛（非常勤） 

非常勤医師 

中林　奈美子（医長） 

植山　聡子 

小林　博（非常勤） 

大野　新一郎（非常勤） 

小川　厚（部長） 

相田　隆虎 

安藤　万里子 

二之宮　信也 

高嶋　幸男（非常勤） 

上坂　宏（医長） 

石井　祐司（医長） 

堺　正仁（部長） 

佐藤　恭一（部長） 

吉田　敬規（医長） 

松本　徳昭（医長） 

大原　郁一（非常勤） 

力丸　英明（非常勤） 

坂本　有孝（非常勤） 

鈴木　康之 

上村　春子 

成澤　寛（非常勤） 

◎専門診療 

★予約のみ 

★ 予約のみ 

◎ 専門診療 

◎ 専門診療 

△ 第一・三・五 

◎ 専門診療 
◎ 完全予約制 
★ 新患のみ 

◎ 専門診療 

△ 第二のみ 

▲ 第四のみ 

◎ 専門診療 

▲ 第一・三 

□ 第二・四 

△ 第二のみ 

▲ 佐賀大学 
Dr（不定期） 

○ 再来担当 

◎ 新患、紹介 

△ 第一のみ 

■ 第一・三・五 

▲ 第二のみ 

□ 第四のみ 

△ 第二・四のみ 

◎ 専門診療 

★ 新患 

診
療
の
ご
案
内

受
付
・
診
療
時
間

受
付
　
　
　
午
前
の
部
　
７：

30
〜
12：

30

午
後
の
部
　
13：

30
〜
16：
30

新
患
受
付
　
午
前
の
部
　
７：

30
〜
12：
00

午
後
の
部
　
13：

30
〜
16：

00

診
療
　
　
　
午
前
の
部
　
９：

00
〜
13：

00

午
後
の
部
　
14：

00
〜
17：

00

※
た
だ
し
、
急
患
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

夜
間
救
急
外
来

内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
・
小
児
科
（
小
児

科
の
み
月
〜
金
曜
）

※
事
前
に
お
電
話
で
受
付
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
指
定
病
院
・
臨
床
研
修
指
定
病
院

熱心に耳を傾ける参加者

人形を使って心肺蘇生法
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IUHW Note

デ
ザ
イ
ン：

ア
イ
・
デ
プ
ト．

テレビを見るなら、「医療福祉チャンネル７７４」

医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

●医療福祉チャンネルを見るには―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円／法人契約･･･5,250円
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問合せ下さい。

●視聴に関するお問い合せは―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com

小田原駅隣接地の交通至便な都市型キャンパス！
〈看護学科・理学療法学科・作業療法学科〉

署名と要望書を厚生労働省健康局長に提出 番組の一場面

●高校教員・予備校関係者向け説明会（予定）
①９／１３（火）沼津東急ホテル（静岡県沼津市）
②９／１４（水）報徳会館（神奈川県小田原市）
③９／１５（木）横浜エクセルホテル東急（神奈川県横浜市）
＊15：30～16：30 説明会・16：30～17：30 個別相談
●受験生・保護者向け説明会（予定）
①１０／３（月）小田原商工会議所（神奈川県小田原市）
②１０／４（火）横浜エクセルホテル東急（神奈川県横浜市）
③１０／５（水）沼津東急ホテル（静岡県沼津市）
④１０／６（木）ホテルアソシア静岡ターミナル（静岡県静岡市）
⑤１０／７（金）ホテル　ザ･エルシィ町田（東京都町田市）
＊14：00～18：00（入退場自由、予約不要）
※他にもイベント開催予定。
【お問い合わせ】小田原保健医療学部設置準備室 103-3475-7710 

黒岩祐治のメディカルリポート
置き去りにされた患者たち・FOPの場合２

筋肉が骨化するFOP（進行性骨化性線維異形成症）の続編。FOPは
原因・治療法がまだ見つからない難病ですが、国の特定疾患研究事業の
認定を受けていません。難病指定を受けるため、署名活動を行ったとこ
ろ、半年で36万人以上の署名が集まりました。難病指定までにはどんな
道のりがあり、患者とその家族は病気と戦いながらどのように向かって
いくのでしょう。

読売新聞医療ルネサンス
読売新聞くらし面で、1992年９月から3500回以上にわたって連載が
続く「医療ルネサンス」を映像化した番組です。病気と闘う患者や医師
たちを丹念に取材・撮影し、ドキュメンタリータッチの映像で医療現場
の最新の動きを伝えます。また、連載を担当する読売新聞医療情報部の
専門記者が出演し、的確で役に立つ解説を加えます。
司会：豊田順子アナウンサー（日本テレビ）

第1回講師：高山豊医師（国際医療福祉大学附属三田病院）

国際医療福祉大学イブニングタイム公開講座
国際医療福祉大学では、毎年恒例となっている地域の方々を対象とし
た「イブニングタイム公開講座」を今年も開講しました。今年度は、「認
知症（痴呆）高齢者を知り、支えるために～まちの中で皆が協力し合い
ながら支えるために～」をテーマに、大学教員の他に外部講師を招いて
全8回実施、当チャンネルではこの模様を収録、放送します。テーマ・
講師については、大学ホームページ（http://www.iuhw.ac.jp/）をご
覧ください。

オープンキャンパスの様子

国際医療福祉大学アワー
国際医療福祉大学の年間行事などを特集してお送りします。今月の特
集は、「オープンキャンパス」。早いもので今年も、2006年度の入学試
験に向け「入試相談会」や「体験入学」が始まりました。また、大学の
講師陣を１人ずつピックアップし、その隠された素顔に迫る「先生オジ
ャマしま～す」のコーナーや、大学生活をエンジョイできるクラブ活動
を紹介する「I love club」など情報満載です。

高木邦格理事長と
深田祐介氏の
対談が本に

『深田祐介の憂国十番勝負』
深田祐介著

（PHP研究所、2005年7月刊、
定価：本体1,300円）

◎高木理事長が各界随一の人
物10人に名を連ね、「患者
が快適に過ごせる病院」を
深田氏と語り合う。

平成18年4月

神奈川県
小田原市に
新学部開設
予定
！


